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ご日程表  
 

大仙市立中学校生徒海外派遣 様 
日程；平成２4 年１月３日（火）～ １月１0 日（火） ８日間 

参加人員:生徒２０名様 

日
次 

月日（曜） 都市 現地時間 交通手段 スケジュール 【宿泊先】 朝
食 

昼
食 

夕
食 

１ 
１／３ 

（火） 

（集合）秋田空港 
秋 田 空 港 発 
羽 田 空 港 発 
成 田 空 港 発 

14：00 
15：20 
17：10 
20：25 

 
航 空 機
ﾘﾑｼﾞﾝﾊﾞｽ
航 空 機

国内線ターミナルビル内 1 階ファミリーマート前  
ANA876 で羽田へ 羽田空港着 16:30 
成田空港着 18:25 
JQ12 便にてゴールドコーストへ（所要 9:00） 

〆 〆 

機
内 

２ 

１／４ 

（水） 

 

 
ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ空港着 
ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ空港発 
ボ ー デ ザ ー ト 
 

 

 
06：25 
07：30 
0９：30 
１０:00 

 
終 日 

 

 
 

貸切バス
 
 
 

 
ゴールドコースト空港到着 
入国手続後、ボーデザート地区へ移動。約 2 時間。
コミュニティーセンター（予定）にて対面式。 
ホストファミリー面会後、ファームステイ先へ移動
 
ホストファミリーと過ごす１日 
ファームの仕事を一緒に手伝い、家族と共に過ごし
ていただきます   

   【ファームステイ】

機
内 

ス
テ
イ
先 

ス
テ
イ
先 

３ 
１／５ 

（木） 

 
ボ ー デ ザ ー ト 

 
終 日 

 
 

  
ホストファミリーと過ごす１日 
ファームの仕事を一緒に手伝い、家族と共に過ごし
ていただきます 

     【ファームステイ】

ス
テ
イ
先

ス
テ
イ
先

ス
テ
イ
先

４ 
１／６ 

（金） 

 
ボ ー デ ザ ー ト 

 
終 日 

 
 

  
ホストファミリーと過ごす１日 
ファームの仕事を一緒に手伝い、家族と共に過ごし
ていただきます 

     【ファームステイ】

ス
テ
イ
先

ス
テ
イ
先

ス
テ
イ
先

５ 
１／７ 

（土） 

 
ボ ー デ ザ ー ト 

 
 

 
貸切バス
 

 
ファームステイ先を出発 
観光＝山 ～グリーンマウンテン観光（世界遺産）～
午前～午後：アルパカ牧場、ツリートップウォーク

野鳥の餌付など 
午後：カラビアンワイルドパークにて 

アボリジニーショーの見学 
【ゴールドコースト泊】

            （スタンダードクラス） 

ス
テ
イ
先 

レ
ス
ト
ラ
ン 

レ
ス
ト
ラ
ン 

６ 

１／８ 

（日） 

 

 
ｺ ﾞ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ ｺ ｰ ｽ ﾄ 

 
 
 
 
 
 

 
08 :30 

 
 
 
 
 

 
貸切バス

 
観光＝海 ～ゴールドコーストの大自然体感～ 
クルーズボートでしぶきを感じながら無人島へ。 
船中では、名産マッドクラブの仕掛けを引き上げ。 
マッドクラブの生態説明。野生のペリカンに餌付け。 
無人島上陸後は、釣り餌とり、釣り体験など。 
※船で戻り休日の公園でオージーキッズとの昼食・交流会

 【ゴールドコースト泊】
（スタンダードクラス）

ホ
テ
ル 

公
園 

各 

自 

７ 
１／９ 

（月） 

 
ホ テ ル 発 
ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ空港着 
ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ空港発 
成 田 空 港 着 
成 田 空 港 発 

 

 
08 :30 
09 :00 
10 :50 
18 :55 
20 :30 

 

 
貸切バス
航 空 機

 
航 空 機
貸切バス

 

 
 
出国手続後、JQ11 便にて成田空港へ（所要 9:05）
入国手続 
貸切バスにて秋田へ 
 

ホ
テ
ル 

機
内 

機
内 

８ 
１／１０ 

（火） 

 
大 仙 市 役 所 着 

 
07 :00 

  
無事到着、お疲れ様でした。 

〆
（
各
自
） 

  

 

 株式会社 ＪＴＢ東北   
横手支店 

ＴＥＬ：０１８２-３３-４９３３ 

ＦＡＸ：０１８２-３３-５８９９ 

支店長  ：高橋 義孝 

取扱管理者：鈴木 浩文 

担当者  ：山本 洋生  

作成日 ２０１１年１０月１１日 

ゴールドコースト
 



平成２３年度大仙市中学校生徒海外派遣事業派遣生徒一覧

No. 中学校名 学年 生 徒 氏 名 性別 No. 中学校名 学年 生 徒 氏 名 性別

１ 大 曲 ２ 開 田 有 紗 女 １１ 平 和 ２ 斉 藤 萌 々 女

２ 大 曲 ２ 加 藤 啓 男 １２ 平 和 ２ 菅 原 未 咲 女

３ 大 曲 ２ 佐々木 萌絵 女 １３ 協 和 ２ 加 藤 美 帆 女

４ 大 曲 ２ 佐 藤 理 沙 女 １４ 西仙北東 ２ 伊 藤 大 河 男

５ 大 曲 ２ 佐 藤 怜 佳 女 １５ 西仙北東 ２ 田 口 咲 月 女

６ 大 曲 ２ 鈴 木 愛 理 女 １６ 南 外 ２ 鈴木 奈津美 女

７ 大 曲 ２ 鈴 木 瑛 亮 男 １７ 南 外 ２ 八 嶋 美 咲 女

８ 大 曲 ２ 鈴 木 志 保 女 １８ 中 仙 ２ 九 嶋 朱 星 女

９ 大 曲 ２ 高 橋 遥 女 １９ 豊 成 ２ 井 上 大 和 男

１０ 大 曲 ２ 髙 山 舞 花 女 ２０ 豊 成 ２ 山 崎 真太郎 男
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事前説明会

場所：大曲図書館３Ｆ１０月５日（水）PM ６：００～
視聴覚室・派遣生等紹介

・教育指導課長より
・パスポート取得、旅行準備について（ＪＴＢ）

※海外旅行お伺い書（パスポートコピー貼付け）の提出について

大仙市役所：申請から取得まで、土・日を除いて９日間かかります。

※Homestay Application Form(ホームステイ申込書)の提出について

・今後の予定について（教育研究所）

場所：大曲図書館３Ｆ１２月２１日（水）PM ６：００～
視聴覚室

・ファームステイおよび日程についての最終確認、外貨両替について等（ＪＴＢ）
・緊急連絡先記入／提出（教育研究所）

事前学習会

場所：大曲図書館３Ｆ１０月２８日（金）第１回学習会 PM ４：３０～６：００
視聴覚室・ＣＩＲによるオーストラリアの文化紹介

Homestay Application Form・自主研究テーマの設定 その他 ※海外旅行お伺い書、

保険の申込書、外貨の申込書の提出

１１月２５日（金）第２回学習会 PM ４：３０～６：００
（面接により、自主研究テーマを広げる・深める）・自主研究テーマの提出

自己紹介・飛行機の中で・税関にて・ショッピングしよう・ホテルにて）・英会話レッスン（
場所：大曲図書館３Ｆ・出入国カードの記入について

視聴覚室

１２月２７日（火）第３回学習会（結団式） AM ９：３０～１１：３０
・ファームステイグループごとの日本文化紹介準備活動

場所：大曲図書館３Ｆ・作成レポートについて（様式、枚数、締め切りなど）
視聴覚室・報告会について

・結団式

オーストラリア海外研修

（ ）１月３日 火 ～１月１０日 火（ ） （ ） 場所：オーストラリア ゴールドコースト

報告会・解団式

２月１３日（月）報告会および解団式 ＰＭ３：００～４：３０
・代表生徒感想発表

場所：仙北ふれあい・グループ別報告会及び協議
文化センター
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結団式

派遣生徒代表誓いの言葉

私は、この海外派遣事業に参加できると決まった時、喜びでいっぱいでした。なぜ

なら、私は以前から日本人とだけではなく、人種や環境、見方が違う人達と交流をし

て、自分自身の視野を広げたいと思っていたからです。その目的を達成するためにも、

自分から積極的に交流し、普段勉強している英語がどのくらい通じ理解できるのかを

確かめて来たいと思います。

さらに私は、オーストラリアの良さを知るだけでなく、日本の良さも海外に伝えた

いと思っています。私が習っている習字から、日本文化の美しさや日本人の心について

発信して来たいです。

出発の日が一日一日と近づいてきました。海外派遣事業の準備をして下さった方々に、

常に感謝の気持ちを持ち、この海外派遣を機会に出会った友達と協力しながら、学び

や新しい発見がたくさんある、充実した８日間を過ごして来たいと思います。

大曲中学校 鈴 木 愛 理

私が今回このオーストラリア研修に参加した理由は、昨年デンマークからホームス

テイに来た人がきっかけです。その時私は英語を習いたてでコミュニケーションを上

手にとることができず、とても悲しい記憶が残っているからです。あの日から一年

経った頃ちょうどこの研修のことを知り、参加することに決めました。英語を習い始め

て二年経った今、どれだけ海外で自分の英語が通用するのか試してきたいと思います。

また、オーストラリアに行ったら、広大で美しい土地と海も見に行きたいと思います。

日本とは違う海を見られたらうれしいです。

今回の私の自主研究テーマは「大仙市で農業を盛んにするには？」というテーマです。

オーストラリアは新鮮で品質が良いと評価の高い、野菜や果物、肉などが豊富で農業

が盛んな所です。気候が似ている温帯気候周辺で多くのことを調べて来たいと思います。

そして、よりよい大仙市にしていくために、この２０人の仲間と一緒に研修に臨みた

いと思います。

協和中学校 加 藤 美 帆
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Ｈ２３年度海外派遣生徒自主研究テーマ一覧

中学校名 学年 生 徒 氏 名 性別 自主研究テーマNo.
ふ り が な

１ 大 曲 ２ 開 田 有 紗 女 ごみを減らし、大仙市をより住みよい街にす
か い た あ り さ

るためにはどうするべきか？

２ 大 曲 ２ 加 藤 啓 男 緑を増やし自然を守るには、どうしたらよい
か と う け い

だろうか？

３ 大 曲 ２ 佐々木 萌絵 女 伝統文化を広めるためにはどうするべきか？
さ さ き も え

４ 大 曲 ２ 佐 藤 理 沙 女 自然を守っていくにはどうするべきか？
さ と う り さ

５ 大 曲 ２ 佐 藤 怜 佳 女 大仙市の環境をより良くするためには？
さ と う れ い か

６ 大 曲 ２ 鈴 木 愛 理 女 自然保護のためには、普段の生活からどのよ
す ず き あ い り

うに活動していけばいいのか？

７ 大 曲 ２ 鈴 木 瑛 亮 男 自然環境をどのように保護していくことがで
す ず き え い す け

きるか？

８ 大 曲 ２ 鈴 木 志 保 女 少子高齢化社会の中で、私たちはどんな生き
す ず き し ほ

方ができるだろうか？

９ 大 曲 ２ 高 橋 遥 女 バリアフリーに対する関心を高めるには？
た か は し は る か

大 曲 ２ 髙 山 舞 花 女 私たちの環境を守るためにはどんな工夫がで10
た か や ま ま い か

きるだろうか？

平 和 ２ 斉 藤 萌 々 女 自然環境を生かした生活の工夫がもっとでき11
さ い と う も も

ないだろうか？

平 和 ２ 菅 原 未 咲 女 自然保護につながる衣食住の工夫について。12
す が わ ら み さ き

協 和 ２ 加 藤 美 帆 女 大仙市で農業が盛んになるにはどうすればよ13
か と う み ほ

いか？

西仙北東 ２ 伊 藤 大 河 男 みんながスポーツを楽しむにはどうすればよ14
い と う た い が

いか？

西仙北東 ２ 田 口 咲 月 女 地球温暖化を止めるにはどのようなことがで15
た ぐ ち さ つ き

きるだろうか？

南 外 ２ 鈴木 奈津美 女 自然環境を今のまま保つためにはどうしたら16
す ず き な つ み

よいか？

南 外 ２ 八 嶋 美 咲 女 お年寄りに少しでも快適に過ごしてもらうに17
や し ま み さ き

はどんなことができるだろうか？

中 仙 ２ 九 嶋 朱 星 女 相手に伝わりやすいように話すにはどうする18
く し ま あ や せ

べきか？

豊 成 ２ 井 上 大 和 男 野生動物と人が共存するには？19
い の う え や ま と

豊 成 ２ 山崎 真太郎 男 野生動物と人が共存するためにはどうしたら20
や ま ざ き し ん た ろ う

よいか？
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事前学習会の様子

「まずは初めて会う他校からの参加者と、 レベッカ先生と、オーストラリアの概

」 、 。早く仲良くなりましょう！ 要について クイズ形式で学習しました

ちょっと緊張しながらも、積極的にコ 「やった～！当たった～！ 「え～！？」

ミュニケーションをとって頑張りました。 そうだったの？」楽しくも真剣です。

初めて見るオーストラリアの紙幣はプ ALTの先生方と英会話の練習をしまし

ラスティック製 「なかなか破れないし、 た。とても優しく丁寧に教えてもらい、。

間違って洗濯しても大丈夫！」とレベッ 少し自信がつきました。オーストラリア

カ先生に聞いて、興味津々です。 で実際に使ってみるのが楽しみです。
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オーストラリア入国の練習です。

税 関 で の 荷 物 検 査 。 中 か ら 食 べ物 が 出 て

きました。

係員に扮したレベッカ先生から、

“ What ' s t h i s ?” と 尋 ね ら れ え ～ っ 、、“

”即席みそ汁は何て言ったらいいかな…

自 分の 持っ てい る 英 語力 で切 り抜 ける 練

習です。

ファームステイごとのグループにな 「どんな家庭にお世話になるのかな？」

り、最後の学習会です。 「おみやげは何を持って行こうか？」

「どんな日本文化を紹介する？」 オージーキッズとの交流会の内容も、

皆で楽しい相談です。 皆で話し合って決めました。

6



結団式の様子

大曲中学校の鈴木さん、協和中学

校の加藤さんが、派遣生徒を代表し

てあいさつをしてくれました。

教育長の前であいさつをするのは

とても緊張しますが、研修に臨む決

意を堂々と発表しました。

他の派遣生徒も、真剣な面持ちで

聞いています。間もなく海外研修に

出発するという実感がいよいよ湧い

てきました。

教育長の激励を受け、大仙市の

中学生を代表して研修して来ると

いう意識も高まります。

頼もしい生徒たちの様子に教育

長も期待しています。
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派遣生番号No.1 大曲中学校 開田 有紗

Ⅰ はじめに
私は、小学生の頃から言葉について興味があり、国語の漢字の勉強や、総合的な学習

の英語の授業が楽しみでした。中学校に入学して英語を学び、授業では外国人留学生の
方々と交流する機会がありました。英語で話しかけて相手から答えが返ってきたときは、
とても嬉しい気持ちになりました。そして 「もっとたくさんの人と英語で会話をしてみた、
い。生活の中にとけ込んでいる英語を学んでみたい 」と考え、この研修への参加を希。
望しました。

また、世界の国々の文化や習慣は本やテレビなどで知る事ができますが、そのような
文化に実際に触れる機会はほとんどありません。オーストラリアで、触れたことのない文
化や生活を体験して、自分の視野を広げたいという思いもありました。

研修に参加できることが決まってからは期待と不安でいっぱいでしたが、出発した私を
待っていたのは最高の８日間でした！

Ⅱ 研究テーマとその調査

テーマ:ごみを減らし、大仙市をより住みよい街にするためにはどうす
るべきか？

～設定の理由～
大仙市に限らず、日本では毎日多くのごみが排出されています。しかし、地球温暖化

の問題やごみ処理にかかる費用を考えると、私たちはごみを減らしていかなければなり
ません。私は、オーストラリアのごみについての取り組み方を調べることで、大仙市の取
り組みの良いところ、オーストラリアに倣うべきところが分かるのではないかと考え、この
テーマを設定しました。

～調べたこと～
私は、自分の生活にも身近な次の４つのことについて調べました。

①エコバッグの使用
②ごみの分別
③製品への工夫
④ごみのポイ捨て

①エコバッグの使用
私は買い物へ行くとき よくエコバッグを使います また私の家族は スーパーマーケッ、 。 、

トへ行くときマイバスケットを使い、レジ袋をもらわないようにしています。そこで、オー
ストラリアではどうなのかを調べました。

ファームステイ先でスーパーマーケットに連れて行っ
てもらった時、ホストマザーはレジ袋をもらっていまし
た。また、商品は直接カートに入れてレジまで運んで
いたので、マイバスケットのようなものもありませんで
した。買ったものはすべてスーパーでもらえる袋に入
れて持ち帰るようです。

さらに、ホストマザーに「エコバッグを使っています
か？ と質問をしました 返ってきた答えは Ｎｏ 手」 。 “ ”。「
早く処分することができるレジ袋を使っている」と聞く
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ことができました。
私は、エコバッグは世界中で普及してきている物だと思っていたので驚きました。しか

し、家からスーパーマーケットまでが遠く、１回の買い物でたくさんの商品を買う人が多
いオーストラリアでは、エコバッグがあまり普及していないのも仕方がないことかもしれ
ないと感じました。

②ごみの分別
「燃やせるごみ、燃やせないごみ、ビン・缶、ペットボトル、大仙市では家庭ごみを、

の５種類に分別して定期回収しています。古紙」
オーストラリアでは何種類に分別しているのか調べるために、私はホストマザーに「ご

みを何種類に分別していますか？」と質問をしました。ホストファミリーの地区では、私た
ちと同じ のほかに、「燃やせるごみ、燃やせないごみ、ビン・缶、ペットボトル、古紙」

と呼ばれる種類のごみもあるそうです。これは主に、木の枝や刈った“Green waste”
芝などのごみであると聞き、広大な自然が身近にあるオーストラリアならではのごみだと
感じました。

③製品への工夫
私の身の回りの製品には、ごみをなるべく増やさないようにしたり、分別しやすいよう

な作りになっていたりと、ごみ減量を考えた工夫がされている物があります。洗剤の詰め
替えや、ペットボトルのラベルの切り取り線などです。

私は、オーストラリアで水のペットボトルを買いました。そのラベルは、端と端がしっ
かりと接着されていて、日本の製品のような切り取り
線はありませんでした。また、ホストマザーと行った
大きなスーパーマーケットでも、日本で売っている
ような“詰め替え品”は見つけることができません
でした。

製品への工夫は、日本の取り組みの良い点だと思
います。

＊ペットボトルのラベルで比較＊
日本のラベル（左）と、

（ ）オーストラリアのラベル 右

④ごみのポイ捨て
私の学校では年に１回、学校の近くを流れる川の周りをク

リーンアップするボランティア活動があります。私たちは毎
、 、 。年 ビニール袋や空き缶などの たくさんのごみを拾います

しかしこのような活動をしても、ポイ捨てが無くなることは
ありません。私がいつも歩いている道路にも、たばこの吸い
殻などが捨てられています。このようなポイ捨てが多い街で
は、 とは言えません。オーストラリアではポイ捨住みよい街
てを減らすためにどのような取り組みをしているのかも、調
べることにしました。

オーストラリアのコンビニエンスストアのすぐそばで、緑色
のゴミ箱を見つけました（写真左上 。街中にはこれ）
と同じ物がたくさんあり、その多さに驚きました。こ
れが、ごみのポイ捨て防止になっていると考えられ
ます。

DON'T動物園にも多くのゴミ箱があり、なかには“
（オーストラリアを荒らさないWASTE AUSTRALIA”

で）と書かれた物もありました（写真右下 。）
日本では、街中にゴミ箱を置いたり、ポイ捨てを

注意するような貼り紙を貼ったりすることは、あまり
ありません。このことから、オーストラリアではポイ
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捨てに対する意識が高いことが分かります。

～テーマのまとめ～
今回の調査では、ごみ減量についてオーストラリアと日本を比較し、いろいろなことを

発見できました。
まず、日本や大仙市の取り組みの良い点です。買い物の時に使うエコバッグやマイバ

スケット、製品への工夫やリサイクル、これらは、これからも続けていくべきです。
次に、オーストラリアに倣うべき点です。ポイ捨てを減らすための取り組みはオーストラ

リアのほうが進んでいました。街中へのゴミ箱の設置や、ポイ捨て禁止を呼びかける貼り
住紙などです。これらの取り組みを見習うことでポイ捨てが少なくなれば、大仙市がより

になると思います。みよい街
また、ごみを減らすために自分ができることがたくさんある、と改めて気づかされまし

た。普段からしているエコバッグの利用やリサイクルに加え、ポイ捨てしないことへの意
識をもっと高めていきたいと思います。さらに、周りの人にオーストラリアのごみに対する
取り組みや、身近にできることを発信し、ごみ減量への意識を高め、行動につなげてもら
いたいとも考えています。大仙市をよりよい街にしようと考え、行動する人が増えれば、
大仙市はもっと良い街になると思います。

Ⅲ たくさんの体験
オーストラリアでは、日本ではできない体験をし、自分の知らない異文化に触れること

ができました。

～ファームステイ～
私がお世話になったのは、ホストマザーのＫｉｍ ｉさんです。家まで移動する車の中、明

るく話しかけてくれ、緊張もほぐれました。
家で待っていたのはたくさんの動物！ 猫が５匹、犬が２匹です。最初は犬が少し怖かっ

たけれど、とても人懐こくてすぐに仲良くなることができました。さらに敷地内には、多く
の牛と馬が放されていました。敷地は、車がなければ移動することができない程の広さ
で、驚きました。広大な土地を持つ国だからこその広さだと思います。

車での移動中に、野生のカンガルーを見たことも印象に残っています。写真を撮れな
かったのが残念ですが、初めてカンガルーを見つけたときはとても感動しました。

家の周りの柵を補強したり、馬のエサを運んだりといった手伝いもしました。家庭菜園
ではトマトや葉野菜を収穫する手伝いをしました。トゲのある草が生えていて、思ってい
たよりも大変な作業でした。

また、家の敷地内で４ＷＤ車に乗せてもらいました。日本では、屋敷の中を車で走りま
わるようなことはめったにないので、忘れられない思い出になりました。

さらに私は、朝の１０時頃におやつを食べることに驚きました。家で作ったクッキーやパ
、 。 、ウンドケーキ スコーンなどを食べるのです スーパーには製菓用の粉類がたくさんあり

ここでもオーストラリアの生活文化を感じました。

私たちは、日本文化の紹介をするために折り紙や
扇子やかば細工のスプーン、手ぬぐいやお守りなど
をおみやげとして持って行きました。おみやげの説明
を英語でするのが難しかったですが、喜んでくれまし
た。２日目には、昼ご飯として“お好み焼き”を作る
ことにしました。しかし、材料である豚肉とキャベツ

。 、がホストファミリーの家にはありませんでした そこで
豚肉の代わりにベーコンを、キャベツの代わりに家庭
菜園で収穫した「スピニッシュ」と呼ばれている葉野
菜を使って作りました。いつもは使わない材料なので
味が不安でしたが、おいしく作ることができました。
ホストマザーも、 と言ってくれて嬉しかっおいしかった
たです。

ステイ先ではホストマザーにたくさんお世話になりました。そしてファームステイの３日
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間は、私に驚きと楽しさと一生の思い出をくれました。いつかまたオーストラリアへ行き、
Ｋｉｍｉさんと動物たちに会いたいです。

～グリーンマウンテンとゴールドコースト～
世界遺産であるグリーンマウンテンでは、オーストラリアの広

大な自然に触れることができました。森の中はどこを見回して
も大木があります。中でも私は、木の板根の迫力がすごいと
思いました（写真左 。大きな木を支えるために、根が板状に）
なって地表に出ているのです。

その後に行った動物園では、コアラやワニを見ることができ
ました。たくさんのワラビーがいる広場もあり、ワラビーは人に
慣れているのか、触っても全く動じませんでした。ワラビーの
毛は思っていたよりも柔らかく、驚きました。園内ではアボリジ
ニショーも見学しました。

、ゴールドコーストの海は
見たことがないほど青く澄
ん だ 海 でし た 。 ク ル ー ズ

マッドクラブボートでは、
と呼ばれる大きなカニの引き上

げをしたり、ペリカンに餌付けをしたりしました。マッ
ドクラブは、持ち上げるとずっしりと重かったです。
真っ白なビーチでの海水浴も、楽しい思い出となりま
した。

オーストラリアには自然があふれていることを、体
験を通して知ることができました。これからも地球環
境を考えて生活し、この美しい自然を守っていきたいと思います。

Ⅳ 研修を終えて
この研修で私は、今まで知らなかったオーストラリアの生活・文化を知り、体験するこ

とができました。そして、たくさんの思い出を作り、多くのことを学びました。

まず、会話・コミュニケーションをするときに大切な事です。相手に伝えたいと思ってい
、 。 、「 」る事は 口に出さないと伝わりません うまく言うことができなくても 相手に伝えたい！

という気持ちを持つことが大切でした。そして、この気持ちを持って自分から積極的に話
をすれば、それは必ず相手に伝わると学ぶことができました。これから誰かと英語で話す
ときは、自分から積極的に、間違いをおそれずに話しかけたいと思います。

会話の中で、英語を聞き取ることが自分の課題であることも分かりました。自分から話
すことができても、相手からの返答が聞き取れずに困ったことがありました。書く・話す
練習とともに、聞く練習ももっとしていかなければと思いました。

また、ごみ問題について調査して、大仙市をよりよい街にするためには一人一人が行
動を起こしていくことが大切だと分かりました。自分が行動を起こすことはもちろん、オー
ストラリアのごみへの取り組みと日本・大仙市のごみへの取り組み、両方の良いところを
周りの人に伝え、行動を起こしてもらいたいと考えています。

、 、 。私は たくさんの人に支えられて この海外派遣事業を無事に終えることができました
この研修に参加できるチャンスをくれた家族、準備や現地でお世話になった人達に感謝を

本当にありがとうございました。伝えたいです。

今回学んだ事は、これからの生活や進路決定に生かしていきたいと思います。そして、
もっと英語を勉強し、上達したらまたオーストラリアを訪れたいです。
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オーストラリアの大自然と     

大仙市の自然環境     
No.2 大曲中学校 加藤啓 

１．はじめに 
 今回、この派遣事業への参加が決まった時は、楽しみな気持ちもあり、また、不安も

少しありました。一緒に行く仲間と、うまく打ち解けられるかという心配もあり、海外

で自分の英語が通じるかも分かりません。でも、学習会を重ねるにつれて、仲間とも仲

良くなり、先生たちのおかげで英語にも自信をもてるようになりました。そうこうして

いるうちに、とうとうオーストラリアへの、出発の日が来ました。 

オーストラリアへは、遊びに行くのではありません。あくまでも、学ぶため。もちろ

ん、自分で「課題」を設定しました。僕の課題は、ずばり「大仙市に緑を増やすには、

どうしたらよいだろうか。」です。なぜこのような課題を設定したかと言うと、僕にとっ

てオーストラリアは、「豊かな大自然の国」というイメージが強く、また、大仙市には

緑が少ないと思っていたからです。 

出発当日、秋田空港に集まった 20 名は、昼の便で羽田空港に着き、バスで成田空港

へ移動して、そこから、オーストラリアへ向けて旅立ちました。何もかもが初めてで、

特に、入国審査はとても緊張しました。日本を出て海外へ行くなんて、夢のようでした。 

 

２．調査  

課題の自然について調べてきました。                      

ゴールドコースト空港から一歩足を踏み出すと、東京とは、真逆の世界。木がたくさん

ありとても乾燥しています。バスで移動中も、まわりは森と農場と家。さらに動物は、

視界に入ってこない時はないくらいたくさんいました。とにかく、日本とはくらべもの

にならないくらい緑が多く、驚きました。その違いを作っている要因は、やはり、日本

で行われている木々の伐採など、資源の無駄使いにあると思います。緑を増やす、それ

以前の問題です。改善するためには、これらの問題を解決し、植林などをしていかなけ

ればなりません。これは、大仙市だけでなく、日本全体の問題です。まずは、個人から

変わらなければならないと、強く思いました。そして、みんなで協力して環境を守って

いくことが大切だと感じました。 
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３．オーストラリアに到着、そしてファームステイへ 

①念願の、オーストラリアへ・・・ 

9 時間かけてやっとの思いで着いた、真夏のオーストラリア。飛行機を出た瞬間、た

いへんな暑さで、周りに木々もたくさんあり、日本とは大違い。、オーストラリアに着

いたという実感がわきました。そして次は、入国審査。緊張しながらも、終わるとホッ

とひと安心。入国審査官の方が優しく接してくれて、うれしかったです。 

バスに乗ると、さっそく注意されたのが、「シートベルト」。意外にも、オーストラリ

アは交通ルールが厳しく、原則着用しなければならないそうです。日本との大きな違い

だと思います。 

バスで着いたのは、ファームステイ先の方との待ち合わせ場所。不安と楽しみでいっ

ぱいでした。 

迎えにはホストファーザーが来てくれたのですが、

とても優しそうな方で、安心しました。車に乗り、ス

テイ先へ向かう 30 分ほどの道のりでは、自己紹介に

始まり、会話がはずんでいきました。会話に夢中にな

りすぎて、気がつけばステイ先に到着していました。

到着すると、ホストマザーと、犬のテラが迎えてくれ

ました。とてもフレンドリーな方々で、すぐに仲良く

なりました。そしてすかさずモーニングティーが出て

きて、さすが海外と思いながら、ファームステイの 3
日間がスタートしました。 

 

 

②ファームステイ 1 日目 

1 日目の午前中は、モーニングティーを楽しみながら、自己紹介をし、犬のテラと遊

び、農場についてお話を聞きました。僕たちがステイした農場は 12 エーカーの大きさ

があり、牛 5 頭、アルパカ２頭、にわとりが 40 羽くらいいる広大な農場で、敷地内に

は、なんと池までありました。午後は、木を捨てる作業をした後、釣りをしました。残

念ながら、1 匹も釣れませんでしたが、初めての体験で、楽しかったです。 
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③ファームステイ 2 日目 

朝 4 時に、にわとりの鳴き声で目が覚めた僕は、

外へ出て農場内を散歩しました。あたりはもう明

るくなっていました。 

朝ごはんのあと、にわとり小屋を作る作業をし

ました。小屋の土台と壁の一部を作る仕事でした

が、モノを作ることが大好きな僕にとっては、と

ても楽しい時間でした。 

午後は、コアラを見に行きました。初めて見た     

ので、興奮しました。 

そのあとは、ホストマザーとお買いもの。いろいろな店を回れて、楽しく、英語で買

い物もできたので、良い経験になりました。その

後はまた、小屋作りの続きをしました。 

 

④ファームステイ 3 日目 

３日目は海へ行きました。とても涼しく、オー

ストラリアの海を満喫しました。帰ってからは、

小屋作りもいよいよ完成へ向けて、ラストスパー

トです。完成した小屋は、ホストファミリーみんなが喜んでくれたので、ホッとしまし

た。 

 

⑤お別れのとき・・・ 

ついにお別れのときが来てしまいました。３日間がとても短く感じ、別れたくなくて、

泣いてしまいそうでした。 
 僕はこのとき、このオーストラリアでの体験を日本に帰って必ず役立てようと思いま

した。 

⑥ファームステイを終えて 

充実した 3 日間は、貴重な体験になりました。 
これらの体験を、これからの生活で、しっかりと生かしていこうと思います。 
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４．世界遺産と無人島へ 

5 日目と 6 日目には、世界遺産と無人島へ行きました。世界遺産のグリーンマウンテ

ンは自然あふれるきれいなところで、空気が新鮮で、ジャングルのような木々が、たく

さんありました。生まれて初めて見る世界遺産だったので、興奮しました。             

無人島では、海がすごく透き通っていて、驚きました。船で行きましたが、船からも

透き通っているのが分かるくらいで、「こんなところに、住んでみたいなあ」と、考え

てしまいました。 

５．オージーキッズとの交流 

６日目の交流は、とてもわくわくしていましたが、始まってみるとなんと、男の子が

一人もいませんでした。何をしたら良いか迷っていると、ある男性の方に、クリケット

に誘われました。オーストラリアのテレビで見た時からやってみたいと思っていたので、

とてもラッキーでした。さらに、オーストラリアのダンスを一緒に踊ったり、「世界に

一つだけの花」を歌って聞かせたりして、いい思い出になりました。 

６．まとめ 

日本と違うことが、たくさんあって、素晴らしいものばかりでした。 

豊富な植物や動物、大自然にかこまれた中で生活できたのは、良い経験です。夢のよ

うな 1 週間でした。この研修を通して、オーストラリアの自然環境保護の取り組みをヒ

ントに、大仙市の自然を大事にしていくために自分は何ができるだろうかということを

あらためて考えるチャンスにもなりました。水などの資源を大事に使っているオースト

ラリアの人々を見て、自分にもできそうなことがつかめたような気がします。「大仙市

の緑を増やす」ことにつながりそうなことは、どんな小さいことでも実行していきたい

と思います。 

また、英語に対する興味がさらに深まりました。将来は、海外で働きたいと思ってい

るので、しっかりと勉強して、夢に向かって突き進んでいこうと思います。 
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                       No.3  大曲中学校 佐々木萌絵 
 
 

Ⅰ はじめに 
  
私は、夢が叶って「海外に行くこと」ができました。今まで、海外について、テレビや新

聞で見聞きするだけだったのですが、今回、大仙市立中学校生徒海外派遣事業に参加し、オー

ストラリアに行くことで、文化や自然を直に感じ、触れることができました。 
私がこの派遣事業に応募した理由は、自分の学んだ英語力を試し、海外に行くことによっ

て自らの視野を広げ、日本を客観的に見てみたいと

思ったからです。主観的視点を、日本から海外・オー

ストラリアに変えて見ることで、日本の良さを実感で

きると思いました。 
派遣事業に参加できることが決まり、心から嬉しい

と感じました。そして 1 月 3 日。期待と不安が入り混

じる中、日本を出国しました。 
 

Ⅱ 自主研究テーマ設定の理由 
 
 今私が住んでいる大仙市には、昔から伝承されている文化が多く存在しています。例えば、

食べ物ではきりたんぽ、いぶりがっこ、納豆汁などです。また、伝統芸能では「秋田おばこ 
節」「ドンパン節」などの民謡が挙げられます。 
 私が習っている日本文化は日本舞踊と習字です。小学校でも中学校でも、習字は、国語の

書写の時間に教わるので、ほとんどの人が体験します。日本舞踊は全国に 120 の流派があり、

6000 名の師範の方が教えている現状です。しかし、日本の文化に直に触れ、伝承している人

は全体の中ではごくわずかであるのが現実で、大仙市民の関心も高いとは言えません。 
 日本文化に対する人々の関心を高め、広めていくにはどうすればいいのだろうか。オース

トラリアの歴史ある文化からそこを学びたいと思い、『伝統文化を広めるためにはどう

するべきか？』というテーマを設定しました。 
 

Ⅲ 調べた内容 

❀ オーストラリアの文化 

オーストラリアの大自然に根づき、今も受け継がれている文化はたくさんあります。移民

によって形成されたマルチカルチャーと、先住民族によるアボリジニ文化の融合は、多民族・
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多文化国家としてのオーストラリアを作り出していると言えるでしょう。 
 実際オーストラリアに行ってみて、人々のフレンドリーな気質は、まさに多民族・多文化

国家を象徴するものであると、実感しました。 
カランビンワイルドパークではアボリジニの方による、アボリジニダンスを見ました。そ

の独特な音楽と踊りは観光客を惹きつけ、会場は人で一杯になりました。その先住民アボリ

ジニの歴史から、文化の伝承がどのように行われてきたのかを学びたいと思います。 
 

≪ オーストラリアの先住民アボリジニについて ≫ 

 
約 6 万年前からオーストラリア大陸に居住していたといわれる先住民アボリジニは、氷河

期時代に東南アジアから移住してきたとされています。全部で 400 から 800 種類の種族が共

存し、種族によって異なった言葉を話し、狩猟採集・漁を行う自然と共生する生活を営んで

きました。自然との共存を図って、様々な知恵や生活習慣を生み出していった先住民アボリ

ジニは、独自の世界観を持ち、今でも文化を伝承し続けています。 
 現在、先住民アボリジニの純血をひいている人はもう居ません。その子孫にあたる人々は

第 1 にニューサウスウェールズ州、第 2 にクィーンズランド州…というように東海岸側に多

く暮らしています。 
 

 
 
 

≪ アボリジニの歌と踊りについて ≫ 

 
アボリジニの歌と踊りに欠かせないのがディジュリ

ドゥという、木を食べてしまうシロアリを利用して、空

洞化されたユーカリの木から作った 2ｍほどの長い筒状

の笛で、アボリジニ独特の民族楽器です。 
とても独特な動きで、カンガルーダンスや、神に祈る

為の踊りを、ディジュリドゥの音楽に合わせて踊ります。 
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≪ 伝承方法について ≫ 

 
現在アボリジニダンスの多くは、テーマパーク

や道端など、人が多く集まる場所で見る事ができ

ます。先に書いた通り現在、アボリジニの純血を

ひいている人はもういませんが、その子孫が、こ

の伝統を伝え、残そうと、働きかけているのです。 
オーストラリアの文化伝承に対する関心も、ア

ボリジニの子孫によって高まっている傾向で、自

分の住んでいる国の文化や特徴に触れることは、

オーストラリアの人にとっても、大変価値のある

ものだということが見えてきました。 
 

 

≪ マルチカルチャーについて ≫ 

 
18 世紀のころから移民を受け入れ、多民族・多文化国家を形成してきたオーストラリアは、

人々の性格も寛大で、うちとけやすい気質です。私がお世話になったファームステイ先でも、

ホストファミリーが、紹介した習字や折り紙を一緒に楽しんでくれるなど、快く日本の文化

を受け入れてくれました。 
自分の国の文化を大切にし、また、他国の文化を尊重するのがオーストラリアであり、そ

の文化なのではないかと思いました。 
 

❀ まとめ 

 
 オーストラリアでは、伝統をこれから先も継承していくために、地元の人が協力し合い、

地元から伝統芸能を守っていくという意志を根づかせていました。また、それにより人々の

関心度も高まり、大切にされているのだと思います。今もいろいろな場所で歌われ、踊られ、

観賞されているのは、現地の人などたくさんの人々の意志の強さの結果だと思いました。 
大仙市でも、このような活動が行われているのは聞いていますが、参加する人、観賞する

人も少ないそうです。これはつまり、市民の皆さんの伝統文化を守り、伝えていくという意

識は低いと言えるのではないでしょうか。食べ物も伝

統芸能も、大仙市の宝物のような文化を今ここで伝え

残す事ができなければ、これから先、文化として根づ

いていきません。私達市民一人一人が文化に対する理

解を深め、これを伝えていかなければならないという

意志を持ち、行動することが大切なのだと思います。 
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Ⅳ エピソード 

❀ ファームステイ先で 

 私はオーストラリアでの 3 日間、ボーデザートから車

で約 1 時間のマイケルさんとローリーさんのお宅で

ファームステイを体験してきました。マイケルさんとロー

リーさんは二人暮らしで、愛犬が 3 匹。広大な敷地には、牛、馬、野菜の採れる畑、貯水タ

ンクが 6 個に、家が三つありました！少し離れると、家がどこにあるのかわからなくなって

しまうほどの土地の広さに驚きました。 
1 日目はボーデザートで食材の買い物をしました。マイケ 

ルさんのお宅では、飼っている牛を食糧としているので、買

い物は 3，4 週間に一回ほどだそうです。スーパーマーケッ

トのカートは日本のものより倍ほども大きく買い物も大量で

した。昼食はレタスとハムとチーズのサンドウィッチ。食後

の農場の散策では、マイケルさんの４WD 車の後ろに乗せて

もらいました。車からの眺めはとてもきれいでした。     
2 日目、朝食はシリアルを食べました。そしてグループのみんなで、日本の文化である習

字を二人の前で披露しました。二人も筆を持ち、ひらがなで『まいける』『ろーりー』と書い

てくれました。また、3 日目も日本文化の折り紙をやりま

した。英語で説明するのはとても難しかったのですが、う

なずいて「I see.」と言ってくれた時、理解してくれたのだ

と思うと嬉しくてたまりませんでした。また、私が踊った

日本舞踊も喜んでくれました。体験して、日本文化につい

て知ろうとしてくれたマイケルさん、ローリーさんの国境

や人種を越えた人間の温かさに感動しました。 
 4 日目、お世話になった二人との別れの時間になってしま

いました。最後まで笑顔で送ってくれて、別れるのがとても

残念に思いました。 
初めての海外に胸を高鳴らせていた私ですが、実は外国人

に通じる英語が話せるのだろうかという不安を抱えていま

した。緊張して、うまく口から出ない英語をカバーするため

に、一生懸命体を使って伝えようとしたりもしました。文法

が間違っていたり、片言の英語で、ホストファミリーの二人には理解しづらかったかもしれ

ません。ですが、積極的に話しかけ会話ができるようになって初めて、言葉が通じあう事が、

こんなにも嬉しいことなのだと、実感しました。 
私にとって、マイケルさんとローリーさんはもう一つの家族です。「オーストラリアに来る

機会があったら、是非寄って！」と言ってくれて、心の絆を感じました。感謝の気持ちでいっ

ぱいです。私の将来の夢である、教師になる事を実現させることができたら、またオースト

ラリア、そしてボーデザートに行きたいと思います。 

野生のカンガルー 

みんなで鶴をおりました。 

スクーター：女の子：走るのが速い！
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❀ グリーンマウンテン、ゴールドコースト市街 

世界自然遺産に指定されているグリーンマウンテンでは、

オーストラリアの雄大な自然に触れる事ができました。 
移動のため通った峠には黒く、焼け焦げた跡があり、それ

は以前山火事があったことを証明しています。非常に乾燥し

た地なので、山火事はめずらしいことではないそうです。 
コアラの抱っこ体験は、約 AU＄20(約 1800 円)の料金でで

きます。このお金は、地元の動物病院への寄付、そしてコア

ラの保護支援のために使われるそうです。抱いてみると、見

た目よりもずっしりと重く、掴まれた腕に爪が食い込んで痛

かったです…。 
さらにアルパカ牧場、野鳥の餌付など、オーストラリアな

らでは！な体験ができ、とても楽しく充実した5日間でした。 
 

Ⅴ 海外派遣事業を終えて 

日本にはない文化、日本ではできない経験。オーストラリアでは、心に残る体験をたくさ

んしてきました。オーストラリアの良さは、自然があり、文

化があり、多民族・多文化国家を象徴するフレンドリーで寛

容な、どんなことでも受け入れてくれるところではないかと

思います。 
また、これを機に、国土の面積

は小さいけれども、四季折々の美

しさと誠実な人柄や優しさ、そし

て妥協を見せない強さなど、この 5 日間で日本の良さも改めて感

じる事ができました。 
 

Ⅵ 最後に 
 この派遣事業で学んだこと、それは挑戦することの大切さだと思います。親の元を離れて、

力を借りずに過ごすことや、ファームステイ先でホストファミリーや友達と過ごすことは、

積極的に挑戦したからこそ、できた事なのだと思いました。何ごとも最後まで諦めず、挑戦

していく姿勢を持って今後も頑張っていきたいと思います。 
そして異文化との交流は、相手との理解を深めるだけではなく、母

国の良さを実感させてくれるということを、派遣生としてみんなに伝

えていきたいです。 
また、この海外派遣事業に参加するにあたって協力してくれた家族、

サポートして下さった先生方や大仙市教育委員会、  
そして JTB の皆様に感謝の気持ちを忘れずに、過ごしていきたいと

思います。これからの日々を、将来の夢に向かって頑張っていきます。 
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オーストラリアレポート 
              No.4   大曲中学校  佐藤 理沙  

 

Ⅰ はじめに 
 私がこの研修を知ったのは、中学一年生の冬でした。先輩方がオーストラリアに行

くという話を聞いて、「格好良いなぁ.・・・来年は自分も行ってみたい！」と思い、

今回の研修に応募することを決めました。普段はなかなか外国人と話す機会がないた

め、自分の英語が本当に通じるだろうかという不安と、伝えてみたいという希望を抱

きながら、私はオーストラリアに旅立ちました。 
 

Ⅱ テーマ設定の理由 

《テーマ》  

自然を守っていくには、どうするべきか。 
 
近年、地球温暖化や環境破壊により、日本を含む多くの国で古来の自然が失われつ

つあります。そこで、今回自然豊かなオーストラリアでは、自然を守るためにどんな

工夫をしているのかを調べてみたいと思い、このテーマを設定しました。 
 

Ⅲ 調べた内容 
① ごみを減らすための取り組みについて 

 

私が泊まったファームステイ先では、残飯や家畜のフンで肥料を作り、それを農家

の方に売る、という取り組みをしていました。そのため、ゴミは年にたった三回しか

出さないのだそうです。広い家にもかかわら

ず、ゴミ箱は一つしかなくて戸惑いましたが、

ゴミを少なくしようという気持ちが表れてい

るのではないかと思いました。 
また、最後の日の晩御飯には、それまでの

食事で余ったステーキやソーセージなどがは

いったビーフシチューが出されました。とて

もおいしく、さらに残飯を増やさない工夫が

されている料理だと思いました。 
 
② 植物を守るための取り組みについて 

 

 オーストラリアでは入国検査がとても厳しくて、特に種などが含まれている食べ物

は絶対に持ち込めないようになっていました。外来植物が入ってきて生態系がくずれ、

オーストラリア独自の古来の植物が絶滅してしまうのを防ぐためなのだそうです。 
また、木を守り育て、切らないようにする工夫や、汚れた水を川に流さず、地面に

しみこませてろ過するなどの工夫をしているのだと、ホストファミリーのお 2 人に教

えていただきました。 
このように、自然を守る独自の工夫をしっかりしているから、オーストラリアは自

然豊かな国なのだと思いました。 
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③ 節水のための取り組みについて 

 

 オーストラリアは、乾燥地帯が多く、水資源が大変貴重な国でした。そのため、シャ

ワーの時間も３，４分と大変短く、水の貴重さを痛感しました。普段の私はシャワー

にかなり時間がかかっていたので、オーストラリアに行ってすぐの頃は大変でしたが、

最終日には慣れてきて、時間を減らすこ

とができました。この工夫は自分の家で

もできると思ったので、髪を洗っている

ときにはシャワーを止めるなどの工夫を

続けていきたいです。 
また、私たちは食後のお手伝いとして

お皿洗いをしたのですが、その際も、台

所のシンクに水と洗剤を入れて、その中

でお皿を洗うという、少ない水量ででき

るやり方で洗っていて、水を流しっぱな

しにしたまま洗う日本とは違い、ここに

も節水の工夫がされていると思いました。 
 
 

Ⅳ エピソード 
 
《ファームステイ先にて》 

 
私のファームステイ先は、John さん、Lise さんのお宅でした。そこには、テディ

という犬と、１０頭もの馬がいました。その中には、私たちがお宅にお邪魔した日に

生まれたポピーという子馬もいました。もうしっかり自分ひとりで歩けるようになっ

ていたので、『この子は１２時間前に生まれたんだよ。』と、John さんに教えられた

ときは、本当に驚きました。 
John さんはいつも笑顔で陽気な方でした。

私たちによく『これは日本語でなんていう

の？』と尋ねてくださったので、会話が弾み

ました。 
Lise さんはとても優しくて、いつも私たち

のことを考えてくださっていました。Lise さ

んの名前は『リサ』と読み、私の名前と同じ

だったので、John さんはよく私を『little  
Risa』と呼んでくださいました。 

Lise さんは飼っている馬をとても可愛

がっていて、私たちに、『この子たちは、私た

ちのペットなのよ』と笑顔でおっしゃってい

ました。Lise さんのつくるケーキは絶品で、

アフタヌーンティーの時間にはいつも出して

くださって本当においしかったです！ 
そんなお二人にはお友達がたくさんいて、

ファームステイ中だけでも、たくさんの方が

遊びにいらっしゃいました。どの方も私たち

に明るく、優しく接してくださって、本当に嬉しかったです。 
ホームステイ３日目には皆で町までピクニックにいきました。その道中でも John

さん Lise さんはたくさんのお友達と会われていて、とても社交的な方々だと思いまし

た。なにか困ったことがあったら助け合うというご近所付き合いのよさが印象的でし

た。 
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 ステイ中の食事は、朝はシリアルに

トーストの組み合わせ、昼はサンドイッ

チやチキンなどの組み合わせが多かっ

たです。アフタヌーンティーには、Lise
さん手作りのケーキや、ポテトチップス、

クッキーなどをいただきました。夕食で

は、オーブン焼きや、ステーキ、ビーフ

シチューなどを出していただきました。

どの食事もとてもおいしかったのです

が、やはり量が多く、普段よく食べる方

だといわれる私でも、多すぎると感じま

した。私はナイフやフォークに慣れてい

なくて、初めのころは食べるのにも一苦労だったのですが、Lise さんが優しく、分か

りやすく教えてくださったので、なんとか食べられるようになりました。 
 お別れのときに Lise さんが私たちを抱きしめて、『I love you.』と言ってくださっ

たときは本当に嬉しくて、思わず涙がこぼれそうでした。この有意義な時間を私は一

生忘れません。 
 
《オーストラリアの自然》 

 

其の壱  グリーンマウンテンにて 

 5 日目、私たちは、グリーンマウンテンという世界遺産の観光に行きました。 

グリーンマウンテンでは、オーストラリア特有の自然をたくさん見ることができまし

た。 

 初めに、私たちは、野鳥への餌付けをしました。野鳥といっても、日本のような、

茶色や黒や白といった地味な色の鳥ではなく、赤や黄

色、青、緑とカラフルな鳥ばかりで、とても綺麗でし

た。餌をもっていると皆寄ってきて、頭や手にたくさ

ん止まって驚きました。 

 次に、私たちはツリートップウォークに行きました。

木がたくさん生い茂っていて、森に入る前は明るかっ

たのに、森に入ると、日光が葉で遮られて届かなくな

り、とても暗くなりました。それは、生存競争の過酷

さも意味しています。どの植物も日光が必要ですから上へ上へと伸びようとしていき

ます。しかし、種が落ちたところに大きな木が生えていたりすると、その木に日光が

遮られてしまいます。それでも、わずかに漏れる日光を必死に浴びて、生き残ろうと

します。グリーンマウンテンは世界遺産なので、倒れてしまった木もそのままにして

ありました。その倒れてしまった木が生えていたところはその木が浴びていた分の日

光が森の下の方まで届いていました。すると、その近辺だけ、背の低い植物がたくさ

ん生えてきていました。しかし、この日光も数十年先には、また新しい大きな木に遮

られ、下の方には届かなくなるのだそうです。 
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そんな生存競争の中で特に印象的

だったのは、やはり『絞め殺しの木』

です。これは、他の木に絡みついて、

絞め殺してしまうという木です。な

ぜそのようなことをするのかという

と、それは勿論『生きるため』です。

絞め殺しの木の種は、動物などに運

ばれて、ほとんどが木の上に落ちます。しかし、木

の上には、水も栄養もありません。そこで、水や栄

養を供給してくれる土を探すため、根を下ろしてい

くのだそうです。そして、根が土につくと、『絞め

殺しの木』はどんどん太くなっていきます。すると、

絡みつかれた木は、幹も枝葉もこの『絞め殺しの木』

に覆われてしまうので、日光を浴びることができな

くなり、枯れてしまいます。絞め殺しの木に絡みつ

かれている木を見ると、中が腐って空洞になってし

まっていて、大自然の生存競争の厳しさを目の当た

りにしました。 

 

其の弐  カランビン自然動物保護園 

 その後、私たちは、カランビン自然動物保護園に行き

ました。そこには、オーストラリア特有の動物がたくさ

んいました。その中には、コアラを抱っこして、写真を

撮ることができる有料サービスがありました。写真代金

は、コアラ保護のために使われるのだそうです。抱いて

みると爪が鋭くて、少し痛かったですが、必死にしがみ

ついてきて本当に可愛かったです。ガイドの方も、『こ

の子はコアラのなかでもかなり可愛い子だよ』とおっ

しゃっていました。 

 

 また、私たちは、そこ

でカンガルーにも触っ

てきました。私は、まさ

かカンガルーに自由に

触ることができるとは

思ってもみなかったの

で、とても嬉しかったで

す。子供をお腹の袋の中

に入れているカンガルーもいて、とても面白かったです。

袋の中に入っている子供を触ろうとすると、親カンガ

ルーが怒ってしまうという話を聞いて、自分の子供を大

切に思っているのが、伝わってきました。 

 その他にも、迫力ある原住民アボリジニのショーや、

カンガルーの原型といわれている、木の上に住む、とて

も珍しい『キノボリカンガルー』を見たりと、たくさん

の貴重な経験をさせていただきました。 

24



其の参  クルーズボートで無人島へ 

 ６日目、私たちは、クルーズボートに乗りました。船内では、名産のマッドクラブ

の仕掛けを引き上げました。マッドクラブは、とても大きな鋏を持つ蟹で、迫力があ

りました。そのマッドクラブも、小さいものや雌はとってはいけないなどの、たくさ

んの決まりがあって、しっかり動物を守っているのだなと思いました。 

 また、無人島ではヤビーという小さなエビを獲りました。ヤビーを獲る専用の道具

があって、筒の部分を砂に差込み、ピストンを引っ張って砂を掻き出して、その中に

ヤビーがいないかを探すというものなのですが、砂に穴が開いているところ、特に別

の穴から砂を掻き出しているときに泡が出ているところを狙うと、面白いほど獲れま

した。 

 その後、またクルーズボートに戻って、獲ったヤビーを餌にして、魚釣りをしまし

た。残念ながら魚は一匹も釣れませんでしたが、雰囲気を味わえただけで、とても楽

しかったです。 

  

《オージーキッズとの交流》 

 

 その後、私たちはオージーキッズとの

交流会として、皆でバーベキューをしま

した。たくさんのオージーキッズが来て

いて、私は９歳のエミリーちゃんと８歳

のアメリアちゃんと一緒に食事をしまし

た。中に、背の高い大人っぽい女性がい

て、年齢を聞いたら同い年で、とても驚

きました。そのあと、皆で『だるまさん

がころんだ』で遊んだり、オーストラリ

アの踊りもたくさん教えていただいたり

と、楽しい時間をすごすことができまし

た。 

 

Ⅴ 海外研修を終えて 

 私は、今回の海外研修でとても貴重な経験をたくさんさせていただきました。出発

前は不安で仕方がなかったのに、楽しいことばかりで、あっという間に時間が過ぎて

いきました。 

 初めての外国、果たして自分の英語が本当に通じるのだろうか・・・と緊張してい

た私も、伝えてみたい、頑張って伝えてみようと思うことができるようになりました。 

初めて自分の英語が通じて、ホストマザーの Lise さんににっこりと微笑んでいただ

けた時の、あの喜びは一生忘れることができないでしょう。その喜びを糧にして、こ

れからも英語を勉強していって、いつの日か、しっかり英語を話せるようになったら、

またオーストラリアに行って、今度は自分から話しかけたり、Lise さんのようににっ

こりと微笑んで会話がしたいと思いました。 

 また、オーストラリアの大自然を肌で感じることで、環境問題と向かい合う機会を

得ることもできました。深刻な水不足などの問題は、個人個人が水を大切にすること

で軽減できるのではないか、と思いました。まずは、身近なところから、水を出しっ

ぱなしにしないなどの工夫を日本でも続けていきたいと思います。これからは、今回

の経験を生かして、さらに積極的にエコ活動に取り組んでいきたいと思いました。 

 本当に素晴らしい体験をさせていただきました。この研修のことは一生忘れません。 

このような機会を与えてくださった、大仙市教育委員会の皆様、学校の先生方、家族、

そしてオーストラリアで出会ったたくさんの方々に対する感謝の気持ちでいっぱい

です。本当にありがとうございました。 
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大仙市の環境をより良くするためには？ 

《海外派遣に参加して》 

No.5 大曲中学校 佐藤 怜佳  
 

Ⅰ はじめに 

 私の学校の英語の授業では、教科書を使った学習だけではなく、国際教養大学の学

生さんとの交流や、ALT の先生と実際に英会話をして英語を学習しています。授業の

中の英会話は簡単な会話だけですが、実際に外国の英会話はどんな感じなのだろうか、

自分の英語はどこまで通じるのだろうか、機会があれば試してみたいと思っていまし

た。そんな時、この海外派遣事業があることを知りました。親元を離れて、海外で過

ごすことには不安もありましたが、いい機会だと思い、申し込むことを決めました。  
学習会では、オーストラリアがどんな国なのかを知ることができました。学習会を

通して、オーストラリアには緑豊かな大自然があり、とても環境がよいということを

知りました。そしてオーストラリアの人々は環境をよくするためのいろいろな工夫を

しているということも学びました。  
大仙市は「音と光と水の街」というキャッチフレーズがある街です。音楽活動が盛

んな街、全国的にも有名な花火の街…。そんな街の環境をさらにより良くすれば、もっ

と住みやすい街になるのではないかと思い、「大仙市の環境をより良くするために

は？」というテーマで調べてみようと思いました。  
 
 
 

Ⅱ 調べた結果  

１．アンケート調査 

ホストマザーに自分の周りの環境についてアンケートをお願いしました。  
★ ホストマザーに聞いたこと  
ホストマザーにアンケートの答えを手書きしてもらいました。  

  Ｑ１：  Do  you  think  about  environment  protection? 
(あなたは環境について考えていますか？ ) 

  Answer：  Yes. 
（はい。）  

 
  Ｑ２：  Do  you  classification?  What? 

(あなたは分別をしていますか？ 何ですか？ ) 
  Answer ： We make  sure  sprays  for  chemicals  are  safely  

stored  to  try  to  protect  trees. 
(スプレー缶などは、木を守るために安全に分別しています。 ) 
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Ｑ３：  Do  you  water  conservation? What? 
(あなたは節水をしていますか？ 何ですか？ ) 

     Answer：  Yes. We have  dams in each paddock to try to keep 
waterways free of wash down. 

            （ダムが地域ごとにあり、必要に応じて水路が確保されています。）      

 
  このアンケートは、事前学習会の中、自分で考えて、英語に訳して持って行き

ました。質問内容を訳すことはとても難しかったので大変勉強になりました。ま

た、私の文章が分かりにくかったのにもかかわらず、ホストマザーは一つ一つ丁

寧に答えてくれました。一つ反省は、ホストマザーは字が達筆で、訳せない箇所

もあり、現地でしっかり聞いておけばよかったなと思いました。  
 

 

 

２．アンケートを通して考えたこと 

ホストマザーは、水を大切に使っていることが良く分かりました。  
 

①  近くにはいくつかのダムがあり、雨水を濾過して利用している。  
②  シャワー時間が決まっていて、短時間でシャワーを終えなければいけない。 

バスルームにはトイレもあるので、長時間のシャワーはトイレが使えず、

困ることにもなる。  
③  生ゴミを出さない工夫もしていた。ベーコンの脂身や、冷蔵庫に保存でき  

ないものなども生ゴミとして捨てずに、猫や犬などに餌として与えていた。 

 

 

Ⅲ まとめ 

アンケートの答えやホストマザーの説明、そして、3 日間のファームステイから、

大仙市とオーストラリアの人々の、環境保護に対する考え方について考えてみました。 
オーストラリアでは、節水など、環境に対する意識は高いものがありました。そし

て大仙市でも、夏休みと冬休みに“エコチャレンジ”というものを実施しています。

一週間、エコに関する取り組みをするもので、私もそれに参加しました。  
東日本大震災があったとき、大仙市の被害はそれほど大きくなかったのですが、数

日間は電気が止まり、断水した状況で生活をしました。普段あたりまえに使っている

電気や水、資源の大切さを改めて知ることができました。普段から節電・節水など、

出来ることから実践し、資源を大切に使うことで少しでも環境保護につながるように

していきたいです。  
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Ⅳ オーストラリア派遣の感想 

 

 1 月 4 日、オーストラリアに到着。初めての海外、初め

ての英語、初めてだらけの長旅は不安の方が大きかったの

ですが、ゴールドコーストに着いた時、不安は期待に変わ

りました。冬から夏へ、大仙市との気温差は２０度もあり

ました。看板や標識、もちろん自動販売機まで全て英語で

した。  
 空港で日本人ガイドの朋子さんと会いました。朋子さん

はオーストラリアに住んでいるそうで、オーストラリアに

関する様々な事を教えてくれました。１番驚いたことは、

車は日本と同じ左側通行で、運転席も右側についていたこ

とです。オーストラリアもアメリカなどと同じく右側通行だと思っていたので驚きま

した。ベンツなど外国メーカーの車は、運転席が左側についていますが、オーストラ

リアで乗る場合には、右側に付け直さなければならないそうです。また、シートベル

トをしないと、運転手だけではなく、しなかった本人も罰金を払わなくてはいけない

そうです。オーストラリアの法律がこんなに厳しいものだとは知りませんでした。

オーストラリアの新しい一面を知った朋子さんのお話でした。  
 
 
 
 
１．ファームステイ 

 私がお世話になったのは、たくさんの馬や牛を飼って

いるお宅でした。  
 手伝った仕事は、馬や牛、鳥な

どの動物のお世話がメインでした。その他には柵の補強作業

をしたり、みんなでおやつのクッキーを作ったりして過ごし

ました。  
 
 

 
初日にホストマザーは私たちをスーパーに連れて行って

くれました。店内を見てまず驚いたのは、全てのものが大き

かったことです。買い物かごや飲み物

のボトル、お肉や野菜すべてがビッグ

サイズです。果物も、日本では見かけ

ないものがたくさんありました。また、醤油など日本のものもあ

り、中には漢字やひらがなの表示のあるものも並んでいました。

スーパーを一巡して気づいたのは、魚が無いということでした。

どこを見てもお肉しか売っていません。あとでホストマザーに聞
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いたところ、あまり魚を食べる習慣がない

そうで、特に刺身のように生で食べる習慣

は日本特有のもののようです。  
 

 
 
 
 
 

夕方には敷地内を車でドライブして、牛を移動させたり、野生のカンガルーを探し

に行ったりしました。３日間日常会話が英語という生活ははじめてだったので、貴重

な体験となりました。  
 
 
＊Ｆａｍｉｌｙ＊  
 

・Lincoln…仕事であまり会えませんでしたが、背の高い  
面白い人でした。  

 

・Kimi …馬が大好きで、２５頭それぞれに名前をつけ  
かわいがっていました。  
とても優しい人でした。                       

     

 

 

      

 
２．食事 

〈breakfast〉→〈tea time〉→〈 lunch〉→〈dinner〉→〈dessert〉  
  

オーストラリアの朝食は簡単に済ませるものが多く、

主にパンケーキやトーストなどでした。 tea time は日

本で言うおやつのことで、ホストマザーとクッキーや、

スコーンなどを作って食べました。  
昼食はピザ。これが一番美味しかったです。  
夕食はチキンやスパゲッティなどで、デザートが付

いています。  
 

↑これは２日目に私たちが作った“お好み焼き”です。ホストマザーは魚が苦手なそ

うで、「No fish」と言っていたので、ホストマザー用に鰹節無しのお好み焼きも作り

ました。  
 

果物売り場の計量器 
売っていた醤油 
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３．世界自然遺産 グリーンマウンテン 

 
 ５日目に、自然遺産に登録されているグリーンマウ

ンテンを歩きました。日本では見られない熱帯植物が

多く、巨木に日光を遮られた森の中はとても涼しかっ

たです。歩いていると、根本が黒く焦げている木が多

数ありました。朋子さんによると、オーストラリアは

非常に乾燥しているため、山火事が多く起きるそうで

す。山火事は大変なこと、と思いますが、山火事が起

こらないと種子を飛ばせない特殊な植物もあるそう

です。また巨木だけではなく、背丈の低い小さな植物

もあります。小さな植物には僅かな日光しか届かないため、

巨木が雷に打たれ倒れている数年間だけ十分に光合成を行

えるそうです。  
 
←カラフルな野鳥がたくさんいました。      

 

 

 

 

 

 

４．カランビンワイルドパーク 

 

カランビンワイルドパーク

には、コアラやカンガルーといったオーストラリア固有の可

愛い動物がいました。  
オーストラリアの中でもここクイーンズランド州は、コア

ラを直接抱いて記念写真が撮れる数少ない州です。野生のコ

アラを保護するために募金活動を行っていて、約 20 ドルで

コアラを抱っこして記念写真が撮れるそうです。またコアラ

は先住民族アボリジニの言葉で「水を飲まない」という意味

だそうです。  
 カンガルーは放し飼いにされていて触ることができまし

た。とてもふわふわしていて、子供と大人の毛の色が違っていました。このカランビ

ンワイルドパークには、とても珍しい木に登るカンガルーがいて、普通のカンガルー

と違い、木の上で生活をするそうです。黄色い毛並みで、尻尾がとても長かったのが

印象的でした。カンガルーは、オーストラリアのシンボルにもなっていて、国産の食

べ物にはカンガルーマークがついていました。  

 

野鳥の餌付け 
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Ⅴ おわりに 

この海外派遣で過ごした８日間は、私にとってとても実りのある充実したものでし

た。オーストラリアの人たちはみんな親切な人たちばかりで、何も知らない私に積極

的に話しかけてくれたり、色々な事を教えてくれたりしました。英語ばかりの生活で

大丈夫だろうか、と不安でしたが、ＡＬＴの先生に教わった「身振り手振りでアイコ

ンタクトを取る」というアドバイスを実践し、伝える気持ちがあれば、言葉は違って

も通じる事が分かりました。オーストラリアの美味しい食、美しく広大な大自然、可

愛らしい動物たち…。たくさんの“オーストラリア”に触れ、学び、楽しむことが出

来て本当に良かったと思います。この貴重な体験で学んだことを生かし、大仙市に貢

献できる人になれるよう、そして大仙市の環境がよりよく、住みやすい街になるよう、

自分も努めていきたいと思います。  
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派遣生番号 No,6 

大仙市立大曲中学校 2 年 鈴木 愛理 

◇はじめに◇ 

私は、以前から人種や環境、見方が違う人達と交流をして、新しい発見をしたいと思っ

ていました。そしてこの海外派遣事業は、それを実現することができ、普段勉強してい

る英語がどのくらい通じるのかを知ることができる良い機会だと思い応募しました。 

 

私は今回の海外派遣事業で、自分のテーマについて調べてくることだけではなく、も

う一つ目的をもっていました。それは、「日本人の心を伝える」ということです。私は、

日本人の「心」は、世界に誇れるものだと思っています。東日本大震災は多くの人にとっ

て、日本人の心の強さ、優しさを改めて感じる機会になったのではないのでしょうか。

そんな日本人の心を、小学１年生から習っている習字や日本の文化を通して、

AUSTRALIA で紹介してきました。 

 

◇テーマ設定の理由◇  

「自然保護のためには、普段の生活からどのように活動していけばいいか」 

今、地球では温暖化が進み、豪雨・干ばつなどの異常気象の増加や、生態系への影響、

水不足が起こりつつあります。そんな温暖化を止めるためにも、自然保護をしていかな

ければなりません。AUSTRALIA は、自然遺産に登録されている場所が 14 か所、国立

公園に指定されている場所が 493 か所、自然保護区になっている場所が 1500 か所以上

もある、自然豊かな国です。そのため、自然保護に対する意識はとても高いと聞きまし

た。そんな AUSTRALIA だからこそ学べる、普段の生活から環境について意識してい

ることを知りたいと思いました。そして、その意識していることを私も実行していき、

身の回りにある自然を守っていけたらいいと思い、このテーマを設定しました 

 

 

◇分かったこと◇ 

AUSTRALIA の生活を体験して、私が１番強く感じたことは、AUSTRALIA の人達 
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は、水を大切にするということです。私が

ファームステイした、Duncan さん宅では、

敷地内にため池がありました。雨水などが

溜まっている池の水は、家までポンプで運ば

れ、タンクに貯められていました。ホストマ

ザーの Kathy の話によると、家で育ててい

るお花や野菜の水やりに使ったり、外で作業

をする時に使ったりしているそうです。土地

が広い AUSTRALIA ならではの工 

夫だと思いました。土地が狭い日本では、容    Duncan さん宅のため池 

器に雨水をためて利用すると節水になると思っ 

たので、これから実行していきたいと思います。 

 

ため池のほかに、シャワーの使い方にも水を大切にする工夫がありました。シャワー

は、「だいたい１人３分」と決まっていていました。私は、今までシャワーを使う時、

時間や水について全くと言っていいほど気にしたことがありませんでした。ですから、

この話を聞いたときは驚き、それをいざ実行するとなった時もあせってしまい大変でし

た。でも、どうにか自分なりに工夫することができたと思います。 

 

 

AUSTRALIA では、節水のほかにも環境にやさしい取り組みを見ることができまし

た。それは電気を大切にするということです。Duncan さん宅は、家で使うほとんど

の電気が、太陽光発電でできた電気だということを聞きました。秋田では、あまり太陽

光発電が普及していないということもあってか、今までは「本当に太陽の光で、生活の

すべてを賄えるくらいの電気ができるのか」と思っていましたが、AUSTRALIA にき

てその疑問が解決されました。私達が滞在したゴールドコーストは熱帯雨林気候のため

年間の晴れの日の確率が高いので、太陽の光を上手に使うことができるのだと思いまし

た。 

 

AUSTRALIA でガイドをしてくださった、朋子さんに質問をしました 

Q. AUSTRALIA で環境を守るために普段の生活から気をつけていることはありま

すか？ 

A. 買い物の時に袋をもらわないで、エコバッグを使っています。 
 

Q. 環境を守るために国で決められていることはありますか？ 

A. 木を勝手に切ることが禁止されています。それから、個人的に花火をすることが
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禁止されています。（周りに自然が多く乾燥しているので、火がついたときに、大火事

になってしまうから。） 

 

◇まとめ◇ 

AUSTRALIA の人達は、環境について普段の生活からよく考え、行動していること

が分かりました。そして同時に、環境問題に対する意識の高さを感じました。だからこ

そ、広大で、きれいな自然が守られているのだと思います。AUSTRALIA の人達が環

境を守るために工夫していることの中には、日本でも実行されていることもあり、逆に

AUSTRALIA ならではの工夫の仕方もありました。環境問題が重視される中で、

AUSTRALIA の人達の意識の高さや行動は、日本人が見習うべき姿だと私は感じまし

た。私が今回実際に AUSTRALIA の生活を経験し、学んだことを、これからに生かし

ていけるように、私達が普段の生活から実行していけることを考えました。 

＊屋外に容器を置き、雨水を貯め、花の水やりなどに利用する 

＊お風呂に入るときや、手を洗うときに、水を流しっぱなしにしない 

＊夜は早く寝て、電気をあまり使わないようにする 

＊買い物をする時は、できるだけ買い物袋をもらわないでエコバッグを使う 

この他にも、できることがあると思うので、できることから少しずつでも実行していき

たいと思います。 

 

◇AUSTRALIA での思い出◇ 

１月３日（Tue） 

たくさんの思いを持ち、秋田から東京を経由して、ゴールドコースト空港に向かいま

した。気持ちが高まっているためか、飛行機では眠ることができませんでした。 

 

１月４日（Wed） 

朝にゴールドコースト空港に着きました。バスからの景色を

見て、AUSTRALIA に着いた実感がわいてきました。そして、

３日間お世話になるファームステイ先の、ホストファミリーと

対面式をしました。ホストファザーの Duncan は、私達を温

かく家に迎えてくれました。そして、私が家に着いて驚

いたことは、敷地の広さです。そこにはプールやテニス

コートもあって、AUSTRALIA の広さを改めて感じま

した。お昼にホストマザーの Kathy が仕事から帰って

きたので、みんなでガーデニングをしたり、馬やロバに
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餌をあげたりしました。動物は、みんなおとなしくて、かわいかったです。 

ファームステイ１日目はとても、長く感じられました。 

 

１月５日（Thu） 

午前は、野菜を植える手伝いをしました。力仕事もあったので大

変でしたが、みんなで協力して植えました。お昼には日本から持っ

ていった、『そうめん』を作りました。ホストファミリーの二人が

「おいしい」と言って食べてくれたのでよかったです。午後からは、

Kathy が買い物に連れていってくれました。夜は、バーベキュー

をしました。AUSTRALIA では、１週間に一回のペースでバーベ

キューをしているそうです。 

 

１月６日（Fri） 

ファームステイ最後の日は、買い物と国立公園に連れて行ってもら

いました。たくさんのお店に入りましたが、一軒一軒がとてもかわい

くて、映画の世界に入ったようでした。 

国立公園では、滝を見に行く途中で蛇に遭遇しました。Kathy が

すばやく私達を誘導してくれたので、無事に滝まで行くことができま

した。滝は、今まで見たことがないくらいきれいで、感動しました。

AUSTRALIA の自然の命を強く感じました。 

 

１月７日（Sat） 

ついに３日間お世話になった、２人とのお別れの日になり、とても寂しい気持ちにな

りました。Duncan、Kathy 、３日間本当にありがとうご

ざいました。 

ホストファミリーと別れた後、世界遺産のグリーンマウンテ

ンや動物園に行きました。動物園では、日本では見ることので

きない珍しい動物をたくさん見ることができたので、楽しかっ

たです。 

 

１月８日（Sun） 

午前は船に乗って、AUSTRALIA の海を見ました。日本の海とは比べものにならな

いくらいきれいで、ここでも、AUSTRALIA の人たちの環境問題に対する意識の高さ

を感じました。 

お昼には、オージーキッズと交流をしました。私たちと同じ１４歳の子が、とても美

しく大人びていたのでショックをうけました。でも、話してみると音楽の趣味などにつ
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いて話が合ったので、楽しかったです。 

夜は、サーファーズパラダイス散策をしました。自分たちだけで歩いたり、買い物を

したりすることは、少し不安でしたが、勇気を出して道を聞いたり、自分の力でお金を

使って買い物したりすることは、いい経験になったと思います。 
 

１月９日（Mon） 

午前中に AUSTRALIA を出発しました。飛行機の中では、今までの思い出を振り返

り、「もっと、AUSTRALIA にいたかったな」と、感じました。成田空港につき、秋田

に向かうバスに乗った時には、日本に帰ってきた実感がわいてきました。 

 

◇日本文化の紹介◇ 

私 は日 本 人 の「心 」を伝 えるために、おみやげとして自

分 で書 いた習 字 を持 っていき、ホストファミリーや、交 流 を

したオージーキッズにわたしました。そして、書 かれている

文 字 の意 味 を説 明 し、習 字 について紹 介 しました。すると、

「Beautiful !」と言 って「AUSTRALIA でも習 字 は人 気 が

あるんだよ」ということを教 えてくれました。日 本 の文 化 は世 界 にも知 られているという

ことが分 かり、うれしい気 持 ちになりました。ファームステイ先 では、折 り紙 を折 って、

泊 まらせてもらった部 屋 に飾 ってきました。日 本 人 が大 切 に守 ってきた文 化 や心 を、

伝 えることができたと思 います。 

 

◇海外研修を終えて◇ 

１月３日から１月１０日までの８日間は私にとって、とても有意義な時間でした。“人種や環境、見

方が違う人たちと交流をして、新しい発見をしたい”という願いを、実現することがで

きたと思います。そして、AUSTRALIA の人たちに日本人の「心」を伝えたいという

思いも、日本の文化などを通して、伝えることができたと思います。この海外派遣事業

で、たくさんの人たちに出会うことができ、たくさんの経験をさせてもらいました。そ

のどれもが、とても大切な思い出です。この経験を、これからにいかしていきたいです。 

そして私は、海外派遣事業を終えて、「もっと深く海外について知り、世界の人たち

と交流をしたい」と思いました。そのためにも、よりよいコミュニケーションがとれる

よう、英語などの勉強をしていきたいと思います。 

最後に、今回お世話になったみなさん、 
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オーストラリアで学んだこと 
No,7 大曲中学校 鈴木 瑛亮  

Ⅰ.はじめに 

僕がオーストラリア派遣事業に参加した理由は簡単でした。 

「僕の英語が海外でどれほど通じるのか」「英語が通じないときはどのようにすればいいのか知り

たい」単純にそんな気持ちからでした。 

 

Ⅱ.テーマ 

日本は自然に関して様々な問題を抱えています。例えば、一見自然が豊富に見えても、実際に

人の手がかかっていない自然は数少ないと思います。そこで僕はテーマを、「自然環境をどの

ように保護していくか」にしました。 

 

Ⅲ.オーストラリアの自然 

まずは、オーストラリアと日本の比較を簡単にしたいと思います。 

 

 オーストラリアは、日本より広大な面積であるのにもかかわらず、日本の六分の一ほどの人口

です。気候や風土、人口密度など、大きな違いはありますが、日本が参考にできるところもある

のではないかと思います。また、動物とふれあっている時間も長いオーストラリア人は、「日本に

とって、手本となるべき存在なのでは？」と思い、オーストラリアの自然について調べてみよう

 オーストラリア 日本 

面積 7,686,850㎢ 377,914㎢ 

人口 21,293,000人 128,056,026人 

通貨 オーストラリアドル 日本円 

地域 オセアニア アジア 

言語 英語 日本語 
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と思いました。そこから、自然環境の保護に関する、

何かしらのヒントが見えてくるのではないかと思った

からです。 

オーストラリアは、のんびりしているところです。 

自然豊かな風景、放牧されて生き生きとしている動物

たち。日常生活ではなかなか見ることのできない貴重

なものを見ることができました。 

オーストラリアでは、人間が自然に合わせるような

生き方をしています。 

たとえば、動物を飼っている人たちのほとんどが放

牧をしているため、中には何かのはずみで市街に出よ

うとしてしまう動物たちもいます。そこで、動物が通れないような柵を作ったり、あえてでこぼこ

した金属をコンクリートの道に埋めたりしているの

です。人々は動物を理解し、そして共生しているの

だと思います。               

オーストラリアに住んでいる人たちは多くの動物

に囲まれて暮らしていました。僕たちがファームス

テイでお世話になったアンニョレットさんの家にも、

アルパカやクジャクなど、たくさんの動物がいました。また、アンニョレットさんの知り合いの人

の家でも、豚やにわとりなど、たくさんの動物を見せていただき、馬にも乗せてもらいました。乗

馬は初めての経験で緊張しましたが、乗ってみると馬の背中はしっかりしていて、とても乗り心地

が良かったです。動物たちと楽しく過ごすことができました。 

 

Ⅳ.動物園にて 

僕たちは、動物園にも行きました。ここの入場料は、近くの動物病院の営業資金にあてられると
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添乗員さんから聞きました。またこの病院では、動物園の動物以外にも、一般家庭の動物まで診て

くれると聞き、驚きました。 

僕はここで初めてカンガルーを触りました。オーストラリアに来てから何度か見かけたものの、

すぐ逃げられてしまうので、触れるのはうれしい気持ちでした。カンガルーは筋肉がムキムキと硬

い体をしていました。コアラを抱っこして写真を撮るコーナーがあったのですが撮らずじまいでし

た。20ドルくらい料金がかかるのですが、世界のコアラを守るための基金になるから、撮ればよかっ

た・・・と、少し後悔しています。でも、かなり近い距離から見ることができたのはよかったと思

います。 

ほかにもアボリジニのダンスショーを見てみんなで盛りあがったり、バードウォッチングコー

ナーできれいな鳥を見たりして楽しみました。この動物園は忘れられないものになりました。でき

れば、動物園内を移動できる列車に乗りたかった・・・。いつかチャンスがあったらまた行きたい、

そして今度は全部のコーナーを移動できる列車を使ってゆっくりと回りたいと思います。        

         

 

 

Ⅴ．まとめ 

オーストラリアには日本にいたらわからなかったことや体験できなかったことがたくさんありま

した。やっぱりオーストラリアに行ってよかった。そう感じています。 

研修の色々な場面で、僕は、オーストラリアの人たちは自然と「共存」、「共生」しているのだな

と感じました。彼らは、ただ自然を愛するのではなく、人間が動物をいたわれば、めぐりめぐって
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自分に返ってくる。そういうサイクルのようなものも理解していて、人間も大自然の一部なのだと

よく知っているからこそ、動物たちと「共存」、「共生」できるのではないかと思います。表で示し

たように、オーストラリアと日本にはいろいろな違いがありますが、日本にもこういう考えが広がっ

ていけばいいなと、そして、日本の自然がもっと豊かになっていけばいいなと思います。自然環境

を保護していくために、僕はまずそのような気持ちの持ち方を大事にしていきたいです。 

また英語について言えば、実際、僕の英語はなかなか通じないし、単語とジェスチャーだけで相

手の人に理解してもらうのが精一杯でした。会話の中に日本語が入ってしまい、相手もさぞ聞きに

くかったことでしょう。こんなにも頼りない英語で申し訳ないと思うとともに、理解してくださっ

た現地の方々に感謝しています。なんとかわかってもらいたくて、頑張って伝えようとしたから、

相手に伝わったのではないかと思います。 

最後に、オーストラリアでお世話になったアンニョレットさんや、いろいろなことを聞かせてく

れた添乗員さん、本当にありがとうございました。今回の体験を生かして、将来社会で活躍できる

ように頑張りたいです。 
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私のオーストラリア見聞録
～少子高齢化問題を日本とオーストラリアで考える～

大曲中学校 ２年 鈴木 志保Ｎo.８

Ⅰ はじめに
私は習字と英語を習っています。将来の夢はまだはっきりしていませんが、できればせっ

かく習っているこの習字と英語を生かす仕事に就きたいと考えています。そんな時に、この

オーストラリア研修の話を聞き、「自分が学んでいる英語は海外で通じるのか。それを確か

めてみたい」、「習字などの日本文化を海外にもひろめたい」、「日常生活とは違う、広い世

界を自分の目で見てみたい」と考えました。それが、今回のオーストラリア研修に申し込ん

だ大きな理由です。

いろいろお世話をしてくださった大仙市教育委員会の方々や旅行業者さん、私の希望を

聞いてくれた家族に感謝する気持ちを込めて、今回の旅で見聞きしたこと、考えたことをレ

ポートにまとめたいと思います。

Ⅱ テーマ設定の理由
研修への参加が正式に決まり、研修テー

マを考えている時に、頭の中に残っている新

聞記事がありました。それが右の新聞記事

です。見出しには「本県高齢化率全国一」

「29.6％、島根抜く」「人口減少率もトップ」と

あり、 2010年の国勢調査の結果、秋田県が

ついに高齢化率（総人口に占める65歳以上

の割合）で全国トップに立ったというニュー

スが伝えられています。

人口が減ってきている、子どもが少なくな

り、お年寄りが多くなってきているという、少

子高齢化が進んでいることは何となく知って

いましたが、何が問題になっているのか、ど

んな対策をとっているのかなど、詳しいこと

は全然知りませんでした。そこで、せっかく

オーストラリアに行くのだから、日本とオー

ストラリアの両方でこの問題を考えてみるの

▲2011．10.27 秋田魁新報もおもしろいと思い、

「 、 」少子高齢化社会の中で 私たちはどんな生き方ができるのだろうか？
を自主研修テーマにしました。

Ⅲ 少子高齢化について調べたこと
（１）日本で調べたこと

オーストラリアに行く前、行った後に、インターネットを中心に日本とオーストラリアの少

子高齢化問題について調べてみました。わかったことをいくつかご紹介します。
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①高い日本の高齢化率
２０１０年の国勢調査によると、日本の高齢化率は２３．０％で、これはドイツやイタリアを

上回る世界最高水準にあるそうです。ちなみにオーストラリアの高齢化率は１３．３％と先

進国の中では低い水準にあります。この理由として、第２次世界大戦後にオーストラリアに

移ってきた「移民」が多いことが挙げられます。

※ちなみに秋田県の高齢化率２９．６％は全国トップ。大仙市のそれは県平均を上回

る３１．６％で、私たちが住んでいる地域は、世界的な「高齢社会」であると言えそう

です。

②平均寿命は世界の№１、№２
平均寿命は、日本が女性８６．４歳、男性７９．６歳。オーストラリアが、女性８３．７歳、男性

７９．０歳で、日本、オーストラリアが世界の№１、№２になっているそうです。日本が世界で

最も長寿の国であるということは知っていましたが、オーストラリアが２位ということは知り

ませんでした。「気候が温暖で住みやすい、（イメージですが）人々がのんびりしていること

が、長寿の理由なのかな」と思いました。

③お年寄りは地域・家庭で
オーストラリアは、１９８５年に「ホーム・アンド・コミュニティ・ケア」と呼ばれる制度を導入

し、それまでの「高齢者の面倒を見るのは、老人ホームなどの施設」という考え方から、「高

齢者を地域や家庭で支えていく」という考え方に、国の政策を大きく変えていきました。こう

した考え方は、今では一般的になってきましたが、当時、このような制度を取り入れている

国は、あまり多くありませんでした。高齢になり、病気や障害があっても、

住み慣れた家から離れずに生活ができるように、地域が支援するしくみ

ができています。掃除・洗たく・アイロンがけ・シャワー・買い物へのつき

そい・食事の準備・宅配サービス・運転代行等々、いろいろなサービス

の提供を受けることができるほか、地域には、お年寄りが集まるディケ

アセンターがあり、ここがお年寄りの余暇活動の場、社交の場となって

いるそうです。

④高齢者９４％は自宅で、３０％はボランティアも
③の「ホーム・アンド・コミュニティ・ケア」制度導入の結果、現在オーストラリアでは、６５

歳以上の高齢者のうち、９４％は自宅で家族と一緒に生活をし、６％の人が老人ホームや

病院などの施設で生活しているそうです。８５歳を越えると、自宅以外の場所で生活をする

高齢者の割合が２６％にのぼりますが、それでも自宅で生活をする人が７４％いて、全体で

２９％の人が自宅でひとり暮らしをしているそうです。日本ではどれ

くらいの割合の人が自宅で生活しているのかが気になります。

また高齢者も地域活動に積極的に貢献しており、６５歳～７４歳

の約３０％がボランティア活動を行っています。高齢者のお世話を

するという内容が多く、元気で余裕のあるお年寄りが、支援を必要

としているお年寄りを助けるというしくみができており、このことが、

オーストラリアの高齢者を支える大きな柱となっているそうです。

国土が広く、生活には自動車の運転が欠かせませんが、８５歳を過ぎると運転率は大きく

下がるため、こうした人々の「移動」を支えることも、とても大事に考えられているそうです。

⑤少子化対策は移民で
オーストラリアは、アメリカと同じ「移民」の国です。「国を発展させるには、若くて技術の

ある優秀な人を海外から移民させることが必要」という考え方が一般的で、今も毎年たくさ

んの移民を受け入れています。移民の中で多いのは、中国やインド出身の人で、その数は

毎年数万人にものぼるそうです。オーストラリアでも、様々な「子育て支援」政策があるよう

ですが、この移民の受け入れが少子化対策の大きな柱となっているということが言えそうで

す。ちなみにある統計によると、日本が毎年６５万人程度の移民を受け入れたなら、日本の
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少子高齢化問題は解決するという意見もあるそうです。それはそれで、いろいろな問題が

起こってくるようにも思いますが、皆さんはこの意見をどう思いますか。

（２）オーストラリアで見聞きしたこと
私は、クイーンズランド州のカナングラという町の近くにあるボーデザート地区でファーム

ステイをしました。ホストファミリーはＤｕｎｃａｎ（ダンカン）さん、Ｋａ ｔｈ ｒ ｙｎ （キャサリン）さん

というご夫婦です。２人ともとても気さくで明るい人で、牧場（牛やアルパカが多数）を経営

して生活を営んでいました。牧場は、大自然に囲まれていて、野生のワラビーがたくさん出

没していました。

私は、この２人にオーストラリアの少子高齢化について、いろいろとインタビューをしてみ

ました。質問の内容が難しく、自分の聞きたいことを相手に伝えるのが大変でしたが、英語

で質問すること自体がとても勉強になりました。２人の答えは次のようなものでした。

オーストラリアでも、徐々に少子

高齢化が進んできており、この問題

についての関心は高まってきている。

政府は子育て支援策として、子ども

が高校を卒業するまでの間、補助金

を毎月支給している。

病気にかかっている人や９０歳を超

えるような高齢者は、病院などの施設 ▲キャサリン＆ダンカン

で暮らしているが、ほとんどの高齢者

は、家で家族と一緒に過ごしている。

ファームステイ期間中、私たちは

車で１５分ほどの距離にあるキャサ

リンの実家に連れていってもらいま

した。

キャサリンの実家も牧場を営んで

い て 、 そ こ に は た く さ ん の 牛 、 馬 、

羊、ニワトリが飼われていました。

キャサリンのお父さん、お母さんは

２人とも元気で大自然の中でゆったり

と暮らしているように見えました。キャサリンは離れて暮らしてはいますが、何日かおきに両

親の元を訪ねているようでした。帰り道、キャサリンはある建物の前で車を停め、私に向

かってこう言いました。「これが老人ホームだよ」。中に入ることはできませんでしたが、ボラ

ンティア活動で何度か訪れたことのある日本の老人ホームよりも規模が大きく、開放的な印

象をもちました。

こうした少子高齢化についてのやりとりをする時間があまりもてなかったこと、英語力が

十分ではなくいろいろと詳しく聞けなかったことは残念でしたが、日本で調べていったことの

いくつかについて、現地で確認することができたことは大きな収穫だったと思います。

Ⅳ 思い出あれこれ
ここで、研修テーマと離れて今回のオーストラリア研修の思い出を写真で少し紹介しま

す。たくさんの思い出ができた今回の旅行でしたが、敢えて上位３つを選ぶとすると、次に

挙げることが特に心に残っています。

第１位 コアラ、カンガルーに会えた！ カワイイというよりやや凶暴？

第２位 野菜不足に悩む日々？ ポテト、肉中心の食事に「日本食が恋しい！」

やっぱり季節は逆だった！ オーストラリアにはカラッと晴れた青空がよく似合う！第３位

▲老人ホーム ▲ ス テ イ 先 の 家
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▲動物園でコアラ＆カンガルーと２ショット！ こんなに間近で触れあ

えるとは思っていなかったので少し緊張しました。コアラは予想してい

たよりも重く、ツメがかなり鋭くて少しこわかったです。

カンガルーはTVでみるよりも小さくて人なつっこかったです。

←タンバリン国立公

園にて （左）

←オージーキッズと

いっしょに

（みんなとても同じ

年齢の中学生には

見えなかった）

（右）

Ⅴ 海外研修を終えて
少子高齢化と言うと「暗い」感じがしますが、今回オーストラリアで出会った人々の生き方

に、研修テーマ「少子高齢化社会の中で、私たちはどんな生き方ができるだろうか」の答え

があったような気がします。オーストラリアで生きる人たちは、大自然の中で、たくさんの動

物たちと一緒に「自然の中の一部のように」のんびりと暮らしていました。これが長寿世界

第２位の最も大きな理由なのかもしれません。牧場経営には定年が無く、キャサリンのお父

さん・お母さんのように高齢になっても動物と一緒に暮らして、自分たちの生活を支えてい

る人が、オーストラリアにはたくさんいるようでした。実際にそれを見ることはできませんで

したが、オーストラリアでは、地域が高齢者を支えているしくみも十分に整備されているよう

でした。

このレポートをまとめている時、私はある人のことを思い出していました。それは、同じ大

仙市の中仙地域に住む祖母のことです。現在６５歳の祖母は、会社勤めはしていません

が、田んぼや畑仕事に忙しく、近所の農作業の手伝いにもよく出かけてるようで、「退職」し

たという感じはまったくありません。とにかく元気です。こういうお年寄りは、このあたりの地

域にはたくさんいるように思います。そして、それはオーストラリアのお年寄りの生活とどこ

か似ているようにも思います。

秋田県の高齢化率が全国トップになりましたが、自然の中で、元気に働くお年寄りこそ

が、秋田県の宝だと思います。少子高齢化をあまり意識し過ぎず、「今まで通り」が案外い

いのかもしれません。

たくさんの思い出をありがとうございました。いつの日か是非またオーストラリアへ。

▲ヤギといっしょ

（とにかくオーストラリアは、あちこちに動物が…）
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№9  大曲中学校  高橋 遥  
＜はじめに＞  

私は人とコミュニケーションをとることが好きなので、外国の方々ともたくさんコ

ミュニケーションをとって自分の視野・可能性を広げたいと思い、この派遣事業に参

加しました。私は英語力が高いわけではないので、自分が思っていることをきちんと

伝えられるか不安でいっぱいでしたが、ジェスチャーを交え必死に伝えることで、理

解してもらえたので安心しました。  
 

テーマ  バリアフリーに対する関心を高めるには？  

＜テーマ設定の理由＞  
私は、よく母と買い物に行くのですが、日頃から気になっていることがあります。 

それは、車椅子の方専用の駐車スペースに、健常者の方が平気な顔をして駐車してい

くことです。最近は、少しずつ工夫されてきていて、大型ショッピングセンターなど

には『身障者専用駐車場ゲート』などを設置している所もありますが、そういった工

夫がなされていない所がほとんどです。しかし、問題は設備ではなく、バリアフリー

に対する関心が低いことにあると思います。  
 
 ・オーストラリアではどのような工夫がされているのか？  
 ・バリアフリーに対する関心度はどれくらいなのか？  
 
 この２つについて調べたいと強く感じました。また、オーストラリアと日本の考え

方の違いを知ることで、バリアフリーへの関心を高めるためのヒントを得られると思

いました。  
 
＜バリアフリーに関するＱ＆A＞  
 ホストマザーとガイドの朋子さんに質問してみました。  
Ｑ１． バリアフリーについて関心はありますか。  
Ａ１．  オーストラリアは国全体で関心がとても高い。20 年くらい前は全く違った

が、身障者のケアをしない人が多いことを嘆き、国へ意見を言った人がいた。  
その１人の勇気が国を動かした。  

 
Ｑ２． 身障者の方々のためにどのような  
    工夫がなされていると思いますか。  
Ａ２． ①電車・バス・タクシー・スーパー  
     マーケット・海などにスロープや    

リフトがついている。  
    ②歩道やお店の入口は段差がなく、  
     車椅子の方も利用しやすくなって  
     いる。  
    ③車椅子車専用のスペースに車椅子  

マークのない車を駐車すると罰         

金を支払わなくてはならない。  
                        ↑  

                     海への入口にもスロープが！  
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    ④店内などにある車椅子は国からの  
援助でまかなっている。  

    ⑤どんな施設にも身障者専用トイレ  
     がある。  

さまざまな場所に行きましたが →  
         車道や歩道に段差が全く無い所が  

ほとんどでした  

 
 
＜バリアフリーに対する関心を高めるには・・・＞  
 オーストラリアは国土面積は広いですが、人口は比較的少なく、お互いに相手に対

してとてもオープンな雰囲気で、積極的にコミュニケーションをとる人が多いようで

す。“どんな人 (自国・他国関係なく )でも、受け入れる・助け合う”文化が根付いてお

り、国自体の福祉についての関心が高いからこそ、国民一人一人の関心も高いのだと

思いました。  
 日本は面積が狭く人口が多いわりには、積極的にコミュニケーションをとる人が少

ないと思います。そのため「誰かがやるから自分はやらなくてよい」という考え方が

あり、社会全体に対する関心が薄くなっていると思います。また、オーストラリアに

比べてバリアフリーの設備が整っていないため、お年寄りや身障者の介護などを身近

な人に頼りすぎていると感じます。  
このことから、バリアフリーに対する関心を高める第一歩として「誰かがやるから  

よいだろう」という考え方を見直し、変えることが必要だと思います。さらに、家族  
や地域とのコミュニケーションを深め、身障者やお年寄りの方々と交流する機会を増

やし、直接声を聞く事で関心が高まると思います。  
 
≪ファームステイ先で･･･Ⅰ≫  

エコについての関心も高いようで様々な工夫がされていました。私たちにもできそ

うな工夫があったのでご紹介します。  
 
★食器洗い★  
 洗い物は二つのシンクにお湯をためて行いました。 
片方のお湯には洗剤を入れて、そこに汚れた食器を

入れて洗い、お湯のみが入った方で泡を軽く流して

いました。１食分の食器を同じ水を使って洗うので、 
水を無駄に使わないための良い工夫だと思いました。 
 
 

★残ったおかず★  
 残ってしまったおかずは保存容器に移し入れ保

存しておき、次の食事でいただきました。それを

おかずがなくなるまで繰り返していました。火を

通す食べ物がほとんどだからこそできることです。

家ではすぐラップを使いがちですが、このゴミの

出ない方法はすぐに真似できそうだと思いました。 
 
≪ファームステイ先で･･･Ⅱ≫  
 私達は日本文化を伝えるため、ホストファミリーに筆ペン・和紙・折り紙・お手玉・

あやとり・扇子をプレゼントしました。ホストマザーに折鶴の作り方を教えながら一

緒に折ったときは、完成した折鶴に興味深々でとても喜んでくれました。１枚の紙が

立体的な作品になるのが不思議だったようです。幼いころから何気なく遊んでいるこ
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とが立派な日本文化の一つなのだと嬉しく感じました。お手玉・あやとりもみんなで

楽しみました。筆ペンで和紙にサインを書いてもらいましたが、初めての感触に２人

共、真剣かつ楽しそうでした。特にホストファザーの John は“This pen is very 
good !! ”と喜んでくれました。気に入ってもらえて本当によかったです。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪ファームステイ先で･･･Ⅲ≫  
 John と Lise の家では、10 頭の馬と愛犬テジィをペットとして飼っていました。私

たちは、主に馬４頭のお世話をしました。そのうち１頭は、私たちが到着する 12 時間

前に産まれたばかりの『ポピー』という子馬で、自力で立とうと頑張っていました。  
ポピーもかわいかったのですが、私のお気に入りは甘えん坊の『レリー』です。と

ても人なつっこく、私が餌を持っていくと近づいてきてくれました。そして私たちが

手伝って作った餌を残さずたくさん食べてくれました。食べている時も Lise に顔をこ

すりつけて甘えている姿は、本当の親子のようでした。  
 ファームステイ先では、馬のフンから肥料を作り販売していました。私たちは、毎

日馬小屋の掃除をして、フンを集める仕事をしました。たくさんのフンをスコップで

取り、集める作業は思っていた以上に力のいる大変な作業でした。  
 
≪ファームステイ先で･･･Ⅳ≫  
 私は風邪をひいてしまっていて、John と Lise にたくさん迷惑をかけてしまいまし

た。咳がひどい私を心配して、ビタミン剤や日本でいうはちみつレモンのような温か

い飲み物を作ってくれました。少し苦かったけど、のどによく効きました。おいしい

料理を作ってくれたり、私たちでもわかるようにゆっくりと話してくれたり、仕事を

通して貴重な経験をさせてくれたり、２人には心から感謝しています。一緒に過ごし

た３日間はとても楽しくてあっという間でしたが、たくさんの思い出が詰まったかけ

がえのない時間です。  
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＜オーストラリアを満喫＞  
～カランビンワイルドパーク～  
 私はカランビンワイルドパークという動物園でコアラをだっこしました。これには

約 AU＄20 かかりましたが、このお金はコアラを保護するために使われるそうです。さ

らに、入園料は動物病院の運営などにあてられるということで、有効に使われてるな

あと思いました。ここでは生まれて間もない赤ちゃんコアラやカンガルーたちに癒さ

れました。園内のいたる所に野生のヤモリがいたのには、珍しくてビックリしました。  
 
～オージーキッズとの交流～  
 現地の７歳から 14 歳くらいの女の子たちと交流をしました。最初はどのように声を

かけたら良いか分からずにいましたが、友達と勇気を出して声をかけてみました。す

ると、笑顔で「一緒に遊びましょう！」と言って私の手をとってくれました。  
 私は仲良くなったアメリアとエミリーと自己紹介をし合って、家族のことなどをた

くさん話して距離を縮めることができました。私の、単語と単語をただつなげただけ

の英語を必死に聞きとってくれてとてもうれしかったです。  
 

 
 
 
 
＜海外派遣事業を終えて＞  
 私はこの海外派遣でコミュニケーションをとることの難しさと楽しさを改めて実感

することができました。  
自分の意見を伝える時は、相手の目を見てゆっくりと感情をこめて話す事。英語力

が足りない部分はジェスチャーを使うなど工夫をする事。話を聞く時は、相手の目を

見てどんなことを伝えようとしているのか考えながら聞くと、より深く理解できるこ

とに気がつきました。なかなか自分の思いを伝えることができずに悩んだこともあり

ましたが、そんな時は友達に支えてもらい、協力することで乗り越えることができま

した。  
 オーストラリアの自然や文化についてはもちろんですが、他校の友達との交流から  
学んだこともたくさんあります。大切な仲間ができてとても良かったです。  
 このような貴重な経験をすることができて、この事業に携わって下さったたくさん

の方々と参加に同意してくれた家族に感謝しています。  
 
“ I  thank  you  from  the  bottom  of  my  heart  ”  
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私たちの環境を守るためにはどんな工夫ができるだろうか？ 
～ ごみの分別を考える ～ 

 
№１０  大曲中学校  髙山 舞花 

Ⅰ はじめに 
私がこの海外派遣事業に参加したいと思った理由は、２つあります。 
一つ目は、自分がどれくらい英語で会話が出来るのか試したいと思ったからです。授業や塾での英語

は書くことが中心なので、英会話の力を試すよい機会だと思いました。 
二つ目はオーストラリアの大自然を肌で感じたり、コアラやカンガルーなど日本にはいない動物を直接

見たり触ったりしてみたいと思ったからです。 
私がファームステイしたのは、肉用牛や競走馬を飼育する大きな牧場でした。日本での日常生活とは

違うことばかりで、初めは不安でしたが、ホストファミリーが親切にしてくれたので、とても有意義で楽しい

時間を過ごすことが出来ました。 
 
Ⅱ テーマ設定の理由 

事前学習会で、オーストラリアには熱帯雨林や湿原など多くの自然が残されていて、珍しい動植物が

多く生息していることを、勉強しました。家族に聞いてみても、オーストラリアは自然が豊かで動物がたく

さんいる国だというイメージを持っているようでした。 
今、自然の破壊が進み、地球温暖化が大きな問題となっています。もちろん、日本もオーストラリアも

例外ではありません。自然環境を守っていくのは大変難しいことだと思います。だから、オーストラリアで

は自然を守るためにどのような事をしているか、何か工夫をしている事があるのか興味を持ちました。 
私たちも、環境を守るために努力をしなければなりません。オーストラリアで自然環境を守るために

行っている事の中に、私たち日本（大仙市）でも真似をしたり、形を変えて出来る事があるのではないか

と思い、『私たちの環境を守るためにはどんな工夫ができるだろうか？』とテーマを設定しました。  
 

Ⅲ 調べた内容 
  テーマについて考えるために、『ごみの分別』について調べることにしました。ごみの分別は日本（大仙

市）でも行っていることだし、環境を守る第一歩だと思ったからです。 
   

１ ごみの分別について 
（１） ファームステイした家では 

       台所にはごみ箱が二つ置いてありました。理由を説明して、ごみ箱の中を見せてもらいました。 
     小さいごみ箱には、ビンやペットボトルが

入っていました。そして、大きいごみ箱には、

紙くずやビニールの袋やティーバッグが入っ

ていました。 
     オーストラリアの家庭のごみの分別は、『リサ

イクルできるもの』（ビン・缶・ペットボトル・プラ

スチック・ダンボール）と『それ以外のもの』         （小さい方のごみ箱）                （大きい方のごみ箱） 
（一般ごみ）の２種類だけだと、マザーが教えてくれました。また、牧場のあちこちに、ごみ箱が二つ並

んで置かれていました。 
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   （２） 施設や街の中でも 
        街の中でも、二つ並んで置かれているごみ箱をよく見かけました。大体の場合、一つにはリサイク

ルできるものの絵や文字が描かれていて、もう一つには紙くずやビニール袋の絵や「waste」の文字

が描かれていました。このことから、街の中のごみについても『リサイクルできるもの』と『それ以外の

一般ごみ』の 2 種類に分別されていることが分かりました。 
                   （空港にあったごみ箱）                               （公園にあったごみ箱） 

 
左はビンやペットボトルの絵  GLASS、CANS、PLASTIC    WASTE は、ごみ・くず・廃棄        ビン、缶の絵や RECYCLE 
右は紙くずやビニール袋の   の文字が書かれている       物という意味                の文字が書かれている 
絵が描かれている                                                                       
                                                         

街には、ごみがほとんど落ちていません。ごみ箱が短い間隔で置かれているので、ポイ捨てする必

要がないからでしょう。１０個位ごみ箱が並んで置かれている所もありました。また、変わったものとして、

飲料水やジュースの飲み残しを捨てるごみ箱（？）がありました。 
 

２ 生ごみについて 
    ファームステイした家の台所のごみ箱には、生ごみが入っていませんでした。オーストラリアでは、生

ごみは乾燥させてからコンポストに入れて肥料にし、畑にまくのが一般的だとマザーが教えてくれました。

勝手口の所には、生ごみを乾燥させるための袋がかけてありました。 
  牧場で飼育している馬が、私たちが食べたスイカの皮を美味しそうに食べるのを

見ました。その時にファザーが『スイカは馬の大好物なんだ。スイカを食べた馬は

フンをする。そのフンは肥料になる。そしてその肥料でまたスイカが育つんだよ。』

と話してくれました。また、晩ごはんの時には『オーストラリアではベーコンを大きな

ブロックで買い仲間でカットし、分けるんだ。カットした時に出る脂身は飼っている

犬にあげるんだ。犬はとても喜ぶよ。』と話してくれました。 
    

 ３ まとめ 
   マザーから聞いた話やいろいろなごみ箱を調べた結果、オーストラリアのごみの分別は２種類だけで

あることが分かりました。大仙市では５種類なので、大仙市の方が細かく分別されています。特にリサイ

クルできるものの分別に違いがありました。私は、オーストラリアの方が細かく分別されていると思ってい

たので、この結果は意外でした。 
でも、オーストラリアのごみの処理でとても良いと思ったことがあります。それは生ごみの処理の仕方

です。生ごみをごみとして捨てずに、肥料にして再利用していることです。たぶん、大仙市でも生ごみを

コンポストに入れ、肥料にして再利用している人はいると思いますが、大部分の人は紙くずなどと一緒

に燃やせるごみとして出しているのではないでしょうか。今は燃やせるごみとして分別しているごみを、

更に生ごみとそれ以外の紙くずなどに分別し、生ごみは肥料にして再利用できるシステム（例えば大き

なコンポストのような施設）が出来たら良いと思います。 
 
生ごみを再利用できれば燃やすごみの量が減ります。再利用した肥料を使って農作物を作れば化
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学肥料の量を減らせます。そうすれば、環境への負荷が少なくなり環境を守ることにつながると思いま

す。 
また、日本（大仙市）では、自動販売機の横やコンビニエンスストアにはごみ箱が設置されています

が、街の中や公園にはあまりごみ箱が無いように思います。オーストラリアのように、多くのごみ箱を設置

すれば、ポイ捨てが無くなり、街や公園の美化につながるのではないかと思いました。 
 
Ⅳ ファームステイ 
 １ 優しかったホストファミリー 
   私たちのホストファミリーは、ファザーとマザーと娘さんの３人家族ですが、娘さんは私たちがステイす 

る前の日（１月３日）にカナダに行ってしまったので不在でした。ファザーは優しくてシャイな人で、マザー

は優しくて明るい人でした。私は部活でバドミントンをやっていますが、偶然にも、娘さんもバドミントンを

やっていたそうです。 
                                          

 

 

 

 

 

（ ステイした家 ）                       （ ファザー＆マザーと一緒に ） 

 
  ２ とても広かった牧場 
   ステイした牧場はとても広く、１００頭を超える肉牛と３０頭ほどの競争馬を飼育していました。また、たく 
  さんの木が生えていて、中には実をつけている木もありました。ファザーの運転する４ＷＤのトラックで、

牧場の中を案内してもらいました。貯水タンクや大きく丸められた牧草やエサが出てくる機械など、見た  
ことのない物がたくさんありとても楽しかったです。 
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３ 美味しかった食事 
ステイ１日目の夜に、バーベキューをしました。家には広いバーベ

キュー専用のテラスがあります。ファザーに肉の焼き具合を聞かれたと

き、よく焼いた肉が好きな私は、『ウェルダン』という言葉が出てこなかっ

たので、『long time, long time』（長い時間）、 
『more long, more long』（もっと長く）、                      
『brown,brown』（茶色に）、と説明しました。    （１枚２３０ｇありました） 

２日目の昼には、ファザーとマザーと一 
緒にピザを焼きました。玄関の横にピザオーブン（ピザ窯）が置かれた部屋

がありました。小麦粉をこね生地から作る本格的なピザです。好きな具をトッ

ピングして、焼きたてを食べました。サクサクして美味しかったです。 
                            

Ⅴ オージーキッズとの交流会  
１月８日に、ゴールドコーストにある公園で、２０人ほ

どのオーストラリアの子どもたちと交流会がありました。 
バーベキューをしたり、日本の「だるまさんがころん

だ」やバドミントンで遊んで、楽しい時間を過ごしました。

オーストラリアの子どもたちは、明るく元気いっぱいでし

た。 
オーストラリアの子どもたちは日本に興味があるらし

く、たくさん質問をされました。 
 
 

Ⅵ 海外研修を終えて 
出発する前は不安でいっぱいでしたが、今は満足感と楽しかった思い出でいっぱいです。 
自分の英会話は決して上手ではなかったと思いますが、研修の間は言葉で苦労することはありませんで

した。単語をつなげただけの時や、何回も聞き直した時もありました。でも、恥ずかしがらずに話をしてみれ

ば案外コミュニケーションがとれることが分かりました。出発する前に考えていた「英語で会話が出来るか試

してみる」という自分なりの目標は達成できたと思います。 
また、コアラを抱いて写真を撮ったり、カンガルーにエサをやることもできました。

コアラはぬいぐるみと違い、ズッシリ重く鋭い爪を持っていたので驚きました。 
自分のテーマ「環境を守るための工夫」を考えるために、ごみの分別について調

べましたが、今思い返してみると、少しゴミの分別にこだわり過ぎていたように思い

ます。オーストラリアの人々、特に牧場で生活している人々は自然との関わりが深

いはずです。ファザーやマザーの自然への想いや環境保護に対する考え方なども

聞くことができたら、また別の工夫が思い浮かんだかもしれません。 
この海外研修で得た体験は、今後必ず私の力となるはずです。この体験を単な

る思い出として埋もれさせないよう、これからの学校生活に生かしていきたいと思います。そして、何年か後、

再びオーストラリアに行き、今回お世話になったホストファミリーに成長した自分を見て欲しいと思います。 
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オーストラリアで学んだこと 
                        №11 平和中学校  斉藤萌々  
 
 

Ⅰ はじめに 
 私がこの研修に参加したいと思ったのは、外国で英語の大切さを学びたいと考えた

のがきっかけです。また、自分の視野も広がり、英語に対する意識も高くなると思い

ました。そして、自分が経験したことをより多くの人に伝えて、一人一人の意識が変

われば、大仙市をよりよくすることにつながっていくと考えました。 

 

 

Ⅱ テーマ設定の理由 

テーマ：自然環境を生かした生活の工夫がもっとできないだろうか？ 

 私は、普段の生活で自然の恵みをもっと利用すれば、環境に優しく、快適に暮らせ

るのではないかと思いました。そして、自然環境に恵まれたオーストラリアでは、そ

のことについて何かヒントになることがあるのではないかと思い、このテーマにしま

した。 

 

 

Ⅲ 調べた内容 

１ 水について 

 出発前私は、インターネットでオーストラリアは水不足だということを知りました。

実際私のホームステイ先では、節水をとても心がけていました。 

 しかし、オーストラリアの節水の工夫は日本とは全く違いました。まず、シャワー

を使うとき、私たちは「３分くらいでよろしく」と言われました。短いなと思いまし

たが、これが節水の工夫なんだと思いました。以前は、各家庭に砂時計が配られたこ

ともあるそうです。 

 次に、お皿を洗うときです。台所には、シンクが二つあり、片方にぬるま湯、もう

片方にお湯をためていました。そして、ぬるま湯の方に洗剤を入れていました。お皿

を、まず洗剤を入れた方で洗い、それをお湯につけて洗い流しました。たいていは皿

洗い機で洗うそうですが、このようにして洗う家庭もあるそうです。対照的に、日本

では水を流しっぱなしにしながら洗うことが普通になっています。 

  

２ 生活について 

(1) ごみの工夫 

 私たちは、食べ残しがあ

れば捨ててしまいます。し

かし、私のステイ先では、

その日のご飯が余ったら捨

て る の で は な く 、 犬 の 

IDickie に食べさせていま
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した。ホストマザーの Kathryn さんは、「Dickie はこれをいつも喜んで食べているんだ

よ」と言っていました。私は、そうすることによってごみが減り、地球にとても優し

いなと思いました。また、オーストラリアは以前、ごみの分別すらされない、ずさん

な時期があったそうです。現在は分別ルールもでき、燃えるゴミ、プラスチック、缶

などに分けているそうですが、日本よりは細かくはないそうです。しかし、オースト

ラリアの街並みは、ごみが落ちていることもなくとてもきれいでした。分別について

は日本の方が意識が高いと思いますが、ごみを捨てないということに関しては、オー

ストラリアの人々の方が意識が高いと思いました。 

 

 

(2) 節電の工夫 

 私たちが、晩ご飯を食べにリビングへ行くと、台所以外の

電気は全て消えていました。私たちが来たら点けてくれまし

たが、食べ終わり、自分たちの部屋に戻るとき、やはり消し

ていました。庭で食べるときは、部屋の明かりをすべて消し、

キャンドルを使っていました。また、オーストラリアでは、

コンセントにスイッチがついています。コンセントプラグを

差してもそのスイッチがオフになっていれば点かないので、

無駄な電力を使いません。日本では、プラグを抜かないと電

力をたくさん使ってしまいますが、オーストラリアではス

イッチを押すだけで簡単に節電することができます。 

 

 

Ⅳ まとめ 
私がこの研修を通して学んだのは、オーストラリアの人々は、この大自然を一生守

り続けたいという気持ちを強くもっていると感じたことです。  

私のステイ先の Collas 家では、部屋にクーラーがあるのに、一切つけませんでした。

その代わりに、窓を開け、風通しをよくしていました。それだけでも十分涼しく、無

駄なエネルギーを一切使っていないので、とても自然に優しいと思います。また、オー

ストラリアでは、水はとても貴重ですから、節約できることはとことん節約し、水を

大切にしていこうという人々の気持ちが強いと感じました。私たちの住んでいる日本

では、水不足で困ってはいません。そのため、多くの人々にとって、水の出しっぱな

しが普通になってきているように思います。今回私は、水のありがたさを感じること

ができました。電気に関しても、無駄な電力は使わないようにいろいろな工夫がほど

こされていると思いました。 

さらに、オーストラリアの道路や歩道には、一つもゴミが落ちていませんでした。

日本では、たまにゴミが散らばっています。私は、オーストラリアの人々は、「ポイ捨

てしない」という意識が身についていると思いました。 

私は、このような気持ちを一人一人が持っているから、

今のオーストラリアの自然があるのだと思います。実際

私は、オーストラリアの空気は日本よりもきれいだと感

じました。これは、オーストラリアの人々が、自然を大

切にし、守り続けているからだと思います。 

私たちも一人一人が「自然を守る」ということを意識

し、また、その自然をうまく利用できれば、よりよい大

仙市を作ることができると思います。そして私は、大仙

市をよりよくするばかりでなく、今問題になっている
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「地球温暖化」を防ぐ第一歩となるのではないかと思います。 

この研修は、私に自然の大切さを改めて教えてくれました。この研修で学んだこと

を、より多くの人に伝え、自分たちができることから始めたいと思います。 

 

Ⅴ エピソード 

１ 服が・・・  

季節が夏のオーストラリアでは、老若男女問わず半袖短パンという服装の人が多く

いました。海に近い場所を訪れたこともあり、中には上着を着ていない人や水着で歩

いている人もいました。また、ほとんどの人が裸足で歩いていました。日本では考え

られない服装の人が多かったので、とても驚きました。 

 

 

2  敷地が・・・ 

オーストラリアはとにかく敷地面積が広いです。私のステイ

先も、入り口から家まで車で１分はかかりました。また、敷地

内をドライブしたとき、大きな池を見ました。最初は敷地を出

て森にでも入ったのかと思いましたが、家から近いし柵なども

なかったので、敷地内に池があるのだとわかり、みんなで驚い

てしまいました。また、動物もたくさんいました。牛と馬がそ

れぞれ約１０頭ずつ、アルパカが２頭いました。敷地面積も広

く、動物もたくさんいるのでお世話するのが大変そうだなと思

いました。実際エサをあげに行った時にも、かなりの距離を歩

きました。 

 

 

3 靴を・・・ 

 ファームステイの初日、ホストファザーの Duncan さんが靴のまま家の中に入って

いったので、少し抵抗がありましたが私たちも真似してそのまま入りました。しかし

IKathryn さんは靴を脱いで入っていました。どうしたらいいかよくわからないまま、

３日間靴をはいて過ごしました。 

 

 

Ⅵ ホストファミリー紹介 

        

ホストファザーのDuncanさん 

 

ホストマザーのKathrynさん               
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二人ともすごく優しく、私たちにいろいろな経験をさせてくれました。動物に触らせ

てくれたり、オーストラリアの文化も教えてくれました。また、公園や動物と触れあ

える場所にも連れて行ってくれました。私たちが作ったそうめんを一緒に箸を使って

食べたりもしました。この３日間は本当に楽しく、充実していました。 

Duncan さん、Kathryn さん、本当にありがとう!!! 

Ⅶ 研修を終えて 
私は、この派遣事業で、「自然」に対しての意識が変わりました。今私は、自然を守

るために、ストーブの設定温度を低くしたり、必要のないときは電気をこまめに消す

ようにしています。これはとても小さなことですが、今の自分ができる、自然を守る

ための努力だと思っています。また、水も大切に使うようにしています。まだまだ自

分のできることはあると思うので、これからも頑張っていきたいです。 

また、「コミュニケーション」の大切さも学びました。言葉が全く通じない外国で、

英語をうまく話せない私たちがまずできることは、コミュニケーションをとろうと試

みることでした。英語でどう言っていいかわからなくても、ホストファミリーの方は

わかりやすく、私たちが知っていそうな単語を使って会話をしてくれました。また、

私たちが一番最初に秋田の文化について話したときも、「これが有名なんだよ」という

と、「すごくきれいだね!」と、必ず感想を言ってくれました。日本人は、あいづちし

かしない人が多いので、一言でも感想を言ってもらえるのは、すごく嬉しかったです。

だから、私も初対面の人だけでなく、親しい人ともさ

らにたくさんコミュニケーションを取っていきたい

と思います。 

この一週間は、本当にあっという間でした。たくさ

んのことを学び、経験することで、自分の生活などを

考えるきっかけになりました。この経験を生かし、大

仙市をよりよくするためにも、小さなことから頑張り

たいです。また、たくさんの人が協力してくれたから、

このようなすばらしい経験ができたと思います。これ

を無駄にせず、感謝の気持ちを自分の行動で示したい

と思います。本当にありがとうございました。 
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№１２  平和中学校 菅原未咲 

 

Ⅰはじめに 
 私が、英語そして海外に興味をもったのには理由があります。海外からたまに帰っ

て来る親戚の人が、私や家族みんなにその国のくらしや文化についての様々な事を教え

てくれたのがきっかけです。そこで私は、英語を勉強し海外のくらしを知ることで、自

分の視野がどんどん広がっていくのではないかと思いました。そして、実際に自分の目

で見て感じて体験することで、これからの英語に対する関心と意欲がさらに高まると思

い、この海外研修への参加を希望しました。 

Ⅱテーマ設定の理由 
 私は研修のテーマを「自然保護につながる衣食住の工夫について」としました。 
オーストラリアは世界で暮らしやすい国のベスト３にはいっていることを知り、オー

ストラリアと日本の衣食住の違いについて調べることで、オーストラリアの長所がわか

るのでないかと考えました。そして、オーストラリアの長所を大仙市の自然保護にも生

かせるのでないかとも思い、このテーマを設定しました。 

Ⅲ調べた内容 

① 衣食住について 

1「衣」について 

オーストラリアの、衣服はそれほど日本

と変わりはありませんが、日本よりも２サ

イズ大きく、例えば日本のＬサイズがオー

ストラリアではＳサイズであることが分

かりました。 
オーストラリアの夏は、常に水着とビー

チサンダル姿があたりまえでした。しかし、一日の気温の変化が激しいので、朝

から昼にかけてはとても暑いけれど、夜になると一気に温度が下がり、５℃ぐら

いになるときもあるとのことでした。 
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～気づいたこと～ 

   オーストラリアでは、暑いせいか多くの人がラフな服装で過ごしていました。 
 

２「食」について 

オーストラリアの食べ物はとても種類が多く、特

にフルーツが豊富でした。 
食べ物に関してオーストラリアの人が強く心掛

けていることは、できるだけ生ごみを出さないこと

です。 
    そして、食べ物の輸入・輸出もさかんだそうです。 
   日本にもたくさんのフルーツを輸出しています。 
    また、農家の人は国から手厚く保護されているそ

うです。オーストラリアの農業は「お金をもうけるビジネス」としてだけではな

く、「国を支える大切な産業」として考えられています。食料自給率を安定して

保つことで、どんなときでも輸入に頼らず自立できることを目標にしています。

農家が減るとオーストラリアの将来が大変になると考え、農業を保護することに

力を入れているようです。日本も見習える部分があるのではないかと感じました。 
   

  ～気づいたこと～ 
   食べ物をとても大事にしていました。日本では食べ残しをすぐに生ごみとして捨 
  てることが多いけれど、オーストラリでは生ごみをあまり出しません。食事のとき、

食べることのできる量を皿に盛り、それは責任をもってきちんと食べ、それでも

残ったものはたい肥や動物のえさとして活用していました。また、その日のうちに

食べきれなかったものはパックに保存し、次の日の食事に出して手間を省いたり、

残ったものを再利用して新しい料理を作るなど、節約や工夫をしていたのが印象的

です。 
 

  ３「住」について 

住宅は、ほとんどクィーンズランダーと呼ばれる高

床式の家でした。日本の家よりも高いところに部屋が

あるという印象です。土地が広いためか日本のような

２階建ての家はほとんど見あたりませんでした。 
オーストラリアでは国民が環境問題について真剣
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に考えています。特に自然を大切にしようという心がけから、リサイクルに強く力を

入れていて、ゴミは全て分別し、生ゴミは肥料にしていました。オーストラリアの人

は次のようなことに気をつけ、エコな生活を送っています。 
   ・木を育てる。 
   ・木を切らない。 
   ・川を汚さない。  
   ・汚れた水は川に流さないで地面にしみ込ませる。 
  これらのことはわたしたちも見習う必要があると思います。さらにオーストラリア

の多くの家庭では、ソーラーパネル＜太陽電池＞を使っています。これは国が補助

金を出して普及を図っているそうです。日本にも普及してきていますが、まだオー

ストラリアほどではない気がします。   
 
～気づいたこと～ 
 水をとても大切にし、無駄を省きながら生活を送っていることがとても印象に残って

います。 
 

調べたことから 

 ３日間ファームステイをして、オーストラリアの生活は自然を汚さない、環境にや

さしい生活だったと感じました。生活を共にすることで自然を大切にしていることを知

り、本当に感心しました。出来ることから一つずつ実行していくことで、こんなにも暮

らしやすい生活ができるのだと感じました。日本人も、食べ物のありがたみをもっと考

えながら、日々の生活を送っていければ、もっとよい暮らし方ができると思います。そ

してよい環境のなかで生活していくためにも、環境問題についていっそう意識を高めて

いくことが大切だと感じました。小さなことでも一人一人が実践することで、大仙市は

よりよい環境づくりに励んでいくことができると思います。 

Ⅳエピソード 

ファームステイでの出来事 
ファームステイ先の家族は仲がよく、明るい家

庭でした。 
お父さんのジョンは明るくておもしろい、とて

も気さくな方でした。そして、私たちの目を見て

話しかけ、必ずほほえんでくれる心の優しい方でした。食に関しては、何枚ものステー

キを食べるほどの大食漢で、びっくりしました。 
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お母さんのリサは、サバサバしているけれ

ど相手のことをしっかりと考え、自分の意志

を持って動いている立派な人でした。よく車

の中でノリノリに歌を歌っていたのが印象

的です。歌が大好きな方で、夜には一緒に

歌ったりもしました。 
愛犬のテジィーは、とてもリサとジョンに

なついていました。時間がたつにつれて、私

たちにもすごくなついてくれて、たくさん遊

びました。特に黒い棒で遊ぶのが好きで、人の言うことをちゃんと聞くかしこい犬でし

た。テジィーの他にも馬のメアリー、アリー、レリーがいて、私たちがファームステイ

に行った日にメアリーの子供、ポニーが生まれました。 
 ふたりは日本の文化の話に興味を持ってくれて、私たちが日本から持参したお土産を

渡すととても喜んでくれました。プレゼントした習字の半紙と筆で、自分の名前を書い

てくれたりもしました。 
 ホストファミリーと過ごした四日間は本当に楽しく、充実した毎日を送ることができ

ました。慣れない英語で相手に物事を伝えるのは難しいことでしたが、一緒にいること

で相手の伝えたいことがだんだん理解できるようになり、リスニングの力がついてきた

と感じました。緊張気味だった私たちを、ジョンとリサが明るく温かく受け入れてくれ

たことで、リラックスすることができました。本当に感謝しています。 

Ⅴ海外研修を終えて 
 私は、この海外派遣事業を通して、オーストラリアの人々は日頃からエコに関して高

い意識をもって生活していると感じました。さらに、水を非常に大切にしていることも

わかりました。私が一番感心したことは、家族みんなでエコに取り組んでいるという点

です。このようなことを、わたしたちも見習いたいと思います。 
私はこの海外派遣事業で学んだことを生かし、多くの人に環境問題について考えるこ

との大切さを伝えたいと思います。そのためには考えているだけではなく行動に移し、

少しでも大仙市の自然保護に貢献していきたいと思います。 
 最後に、この派遣事業に参加するにあたり、たくさんの方々の協力をいただきました。

不安でいっぱいだった私を後押ししてくれた先生方、そして支えてくれた家族に心から

感謝しています。 
私は今回の研修に参加したことで、英語を勉強したいという意欲がますます高まりま

した。実際に生で英語を聞いて会話をするのは苦労しましたが、コミニュケーションを

とるのは楽しいことでした。英語の勉強を続けていくことで、多くの外国の人とコミュ

ニケーションをとれるようになりたいと思います。 
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NO.13  協和中学校 加藤美帆 
Ⅰ はじめに 

 今回この事業に参加した理由は、昨年デンマークから私の家にホームステイに来た方がきっかけ

です。英語を習いたての私は会話ができませんでした。多少は学習を重ねた今、オーストラリアに

行って自分の持っている知識でどれだけ英語が通用するのか試してきたかったからです。 
今回この大仙市立中学生海外派遣事業に参加させていただき大変貴重な経験をさせてもらいま

した。日本とは異なる文化、また生活について学ぶことができました。 
 
Ⅱ テーマ設定の理由 

 今回の私のテーマは「オーストラリアの農業について」です。そこからさらに「大仙市で農業を

盛んにするにはどうすればよいか」ということも考えてみました。このテーマにした理由は、現在

大仙市で農業を行っている人はほとんどが高齢者で、若い人が減少してきていますが、農業を盛ん

にすることによって、これから農業に取り組む若者が増加していけばいいなと思ったからです。 
 
Ⅲ 調べた内容 

１ オーストラリアの農業の種類・特徴について 

（１）畑作 
私の見た畑では、少しのスペースにぎっしり作物を植

えていました。ファームステイ先のボーデザート周辺は

日本とは異なり一年中暖かい気候なので、例えばトマト

を植えておくと一年中実がなります。だからあまり世話

をしなくても大丈夫なようです。とても簡単ですね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）牧畜業 
オーストラリアは広大な土地を生かした牧畜

業がとても盛んでした。私は３日間のファーム

ステイで家畜の世話をしてきました。農家の方が所有している土地は、日本では考えられないほど広く、

自分の敷地内を移動するときは車で移動しなければいけませんでした。 
私は馬と牛の世話をしてきました。家畜たちは草を食べて生活しています。その草はもともと生えて

いるもので、人間はあまりかまわなくてもよいそうです。しかし、けがや病気をしたら自分で治さなけ

ればいけないのでとても大変そうでした。家畜が死んでしまうと大きな損失になるので、毎日観察しな

くてはならず、休みをとることがとても難しそうでした。 

畑いっぱいに作物が 

栽培されていました。 

 
怪我をした馬に手当

をしている様子です。
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２ 牧畜業にはどんな土地、気候が適しているのか 

（１） 土地について 
土地は広くて牧草が生えているところが適していると

思いました。大仙市にも広大な土地があるので、牧畜業が

出来そうな気がします。牧草は田んぼでも作れるので、家

畜たちの食糧も確保できると思います。 
 
（２）気候について 

私がファームステイを体験させていただいたところは、

年間気温が最高４０度程度で、最低でも８度程度だと聞きま

した。ファームステイ先の方に「雪が降っても牧畜業はでき

ますか？」と聞いたところ「私が飼育しているところではで

きない」とおっしゃっていました。なぜかと聞いたところ、

雪が降れば小屋がないとえさをあたえ睡眠をとることがで

きないからとおっしゃっていました。寒いところではそれな

りの工夫をしないと牧畜業は難しいと思いました。 
ここで調べてきたことを表でまとめてみました。 

 畑作    農牧業         果実 

   気候     温暖  温暖、寒冷 OK 温暖 
   土地  狭くても OK 広い     広い 
   費用    少し高め 高い    少し高め 

 
３ まとめ 

ステイ先の畑を見る限りでは、畑作は日本のほうが技術は進歩していると思いました。その技術を生

かして畑作に力を入れていくといいと思いました。さらに農業を会社組織にしていけばいいと思います。

給料制にして経済的にも安定していることを強調していくことで注目も集まると思います。現在若い方

たちの就職する場所が減り困っています。そういう方を受け入れていくことで、過疎化が進む大仙市の

集落も、少子化を食い止められる可能性があるかもしれません。安定した収入を得られる農業の基盤を

つくっていけるように、行政にも力をいれてほしいと思います。 
 
Ⅳ ホームステイ先での出来事 

一日目 

      
 

 

 

 

二日目 

 
 

 

初日は大きなスーパーマーケットに行きまし

た。野菜や肉のほとんどがオーストラリア産の

ものでした。これは手のひら位の大きなパプリ

カです。日本ではなかなか見かけないものを見

ることができました。 

二日目は子牛にミルクを与える仕事を

しました。子牛なのに結構押す力が強

く大変でした。初めての経験で緊張し

たけれど、とても可愛い子牛で楽し

かったです。 

一部の牛がいるところ 

です。ここには２０頭 

近くいます。 
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三日目 

 
 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ オーストラリアで発見したこと 

（気づいたこと） 
 ・日本のメーカーの車が多い（トヨタ、ホンダ、スズキ，ミツビシ、スバル‥） 
 走っている車を観察していると、通行している約８割の車が日本のメーカーの車でした。 
 ・一つの商品の種類が豊富 
                  
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅵ 研修を終えて 

 オーストラリアは広大な大自然がある豊かな土地だと改めて感じることができました。私達が住んで

いる大仙市も広大な土地に恵まれていると思います。オーストラリアと異なるところは、大仙市は奇麗

な水にも恵まれているということです。私がファームステイした家では水がとても少ないので、節約し

て大事に使用していました。水に恵まれていて本当に良かったなと思いました。そして大仙市も本当に

豊かなところだと改めて感じました。 
この研修を終えてたくさんの情報や知識を得ることができました。携わって下さった方々に感謝しな

がら、今後もより良い大仙市にしていくために日々努めていきたいと思います。 
支援して下さった方々本当にありがとうございました。 

 

日本の商

品はこの

半分位？ 

Thank you 

三日目は４WD 車で家の敷地内の様子を見

て回りました。とても広いので全部見ること

はできませんでした。広い敷地の中で車を自

由に走らせるなど、日本では体験できないこ

とが楽しめました。 
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オーストラリア研修
Ｎｏ．１４ 西仙北東中学校 伊藤大河

Ⅰ はじめに
僕が、オーストラリアに行きたいと思ったのには理由があります。

それは、自分が勉強した英語が海外でどれだけ通じるのか知りたい、また、オーストラ

リアに行くことによって、視野が広がるのではないかと思ったからです。そして、オース

トラリアで学んできたことが、今後の成長に役立つのではないかと思ったからです。

事前学習会では、最初ほかの学校の人とうまく話すことができなくて心配でしたが、学

習会や説明会を重ねるうちに仲良くなることができました。学習会では入国カードを書い

たり、入国の時に使う英語を勉強したりして、少しずつ出発の日が近づいていることを実

感しました。

「みんながスポーツを楽しむためには」Ⅱ テーマ設定の理由
僕は 「みんながスポーツを楽しむためには」というテーマを設定しました。、

理由は、スポーツが嫌いな人や苦手な人が、僕が調べた内容を知って、スポーツを好き

になってくれるかもしれない、と思ったからです。さらにスポーツを好きになった人が有

名な選手になって、この大仙市からたくさんの有名選手が輩出されたらすばらしい、と考

えました。

Ⅲ 調べた内容
オーストラリアのスポーツについて
まず僕は、オーストラリアのスポーツについて調べようと思いました。

クリケットとは野球に似ているスポーツで、ピッチャーの投げ方は肘クリケット・・・

を曲げられず、バウンドで投げなければいけません。投げるときにピッチャーは助走をつ

けてもいいそうです。そしてバッターは長さ１メートル、幅１０センチのバットを使いま

す。膝から下で打たなければならないのですが、３６０度どの方角に打ってもいいそうで

す。打ったバッターは、ホームとベースを往復して、その往復した分だけ点数になるとい

うスポーツです。

オーストラリアではラグビーやサッカー テニスなどがメジャーなスポーツでした オー、 。

ストラリアの人が野球を知らないのはショックでした。

ファームスティ先のポールさんは 「見るならクリケット、やるならサッカー」と言っ、

ていました。

Ⅳ テーマのまとめ
僕は、オーストラリアに行きクリケットというスポーツを実際にやってみてわかったこ

とがありました。それは、ミスをしても責めたりせず、いいプレーをしたらそれを褒める

と、プレーをしている人や、その周りの人も楽しくスポーツをすることができるというこ

とです。

また、スポーツは面白いからこそ今まで続いてきたのだと思います。スポーツの楽しさ

はやってみないとわからないものだと思いました。クリケットを是非この秋田にも広めて

みたいものです。
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研修日記Ⅴ

〈一日目〉
秋田空港から羽田、成田を経由し、ゴー

ルドコースト空港に着きました。

移動の時間は他の学校の人達と話をして

仲良くなることができました。僕は、飛行

機で「機内食」というものを食べたことが

なかったので、どんなものかとワクワクし

ました。食べてみると思っていたよりもお

いしかったです。

〈二日目〉
ゴールドコーストに着いたときは、何も言葉が出ませんでした。それは、見るものすべ

ての表示が英語で書かれていて、日本では見ることのない光景だったからです。そしてや

はりオーストラリアは暑かったです。

空港では入国審査をしました。僕は心の中で「無事に通過できるだろうか」と心配でし

たが、何ごともなく終わって安心しました。

ファームスティ先では、うまく会話ができるか心配でしたが、ホストファザーのポール

さんが、ジェスチャーや擬音語を交えて話してくれたので、どうにか理解することができ

ました。

昼食はBBQでした。オーストラリアに来ていきなりBBQが食べられるとは思っていなかっ

たのでうれしく思いました。

午後は釣りをしましたが、釣れなかったので残念でした。

。「 。」 。そして夕食もBBQでした オーストラリアの人はよく肉を食べるなあ と思いました

この日の夜は思ったよりも涼しかったので、すぐ眠ることができました。

〈三日目〉
この日はコアラを飼育している場所に連れ

て行ってもらいました。公園の中を散策し、

最初に出会った動物はワラビーでした。見つ

けたときは、カンガルーかと思いましたが、

ポールさんが「ワラビーだ」と言っていたの

で、どうやって見分けをつけるのか気になり

ました。

初めて見たコアラは、思っていたよりも小

さく、そして魅力的でした。寝ている姿もと

てもかわいいと思いました。

帰ってからは鶏小屋を作り直す手伝いをし

ました。

ポールさんと一緒に材料を運んだり、工具を使って材料を切ったりしました。
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〈四日目〉
この日は朝から鶏小屋を作る作業の続きをし

ました。昨日のうちに進めておいたのですぐに

完成できました。出来た鶏小屋に鶏を運ぶ手伝

いもしました。

夕食には僕たちが稲庭うどんを作りました。

調理は大変でしたが、どうにか作ることが出来

ました。ポールさんは「おいしい」と言ってく

れました。

〈五日目〉
この日はポールさん達とお別れです。ポールさん達のおかげで僕の英語力が上がったと

思います 「ポールさんありがとう」。

、 。ホストファミリーと別れたあとは 全員で世界遺産のグリーンマウンテンに行きました

そこで見たアルパカの毛は、とてもさ

わり心地がよかったです。

野鳥の餌付けをしたときには、七面

鳥も寄ってきました。インコが頭に止

まって最初は驚いてしまいましたが、

さらに5，6羽が頭や腕にも止まり、に

ぎやかな餌やりを楽しみました。

その次は、グリーンマウンテンの散

策をしました。とにかく緑がいっぱい

で、とてもリラックスすることができ

ました。グリーンマウンテンに落ちて

いる、葉っぱや枝を持ち帰ってはいけ

ないと聞き 「世界遺産として、大切、

に保護されているのだな」と改めて感

じました。

午後はカランビンワイルドパークで

動物を見ました。特に面白かったのは

カンガルーの放し飼いです。まったく

警戒心のなさそうなカンガルーは、自

由に触ることもできました。

オーストラリアの原住民のアボリジ

ニ シ ョ ー も 見 ま し た 。 ア ボ リ ジ ニ

、 、 。ショーでは 昔ながらの楽器を使っての演奏や その演奏に合わせたダンスがありました

カンガルーのダンスというのが強く印象に残っています。

この日は、サーファーズパラダイスホテルに泊まりました。
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〈六日目〉
、 、 。この日は クルーズボートに乗ってカニをとったり ペリカンに餌をやったりしました

他にも、ヤビーという魚の餌になるものをとって釣り体験もしました。

午後からは、オージーキッズとの交流会がありました。オーストラリアの子供たちはと

てもフレンドリーで、一緒にクリケットを楽しんだり食事をしたりもしました。

〈七日目〉
ゴ－ルドコースト空港から、JQ11便

で成田空港に着きました。乗るのも２

回目なのでだいぶ慣れてゆっくりと時

間を過ごすことができました。

〈八日目〉
成田に着いたとき、遠くに雪が見え

たので「日本に帰って来た」と感じま

した。

成田空港からはバスに乗って秋田に

向かいました。バスではあまり眠るこ

とができませんでした。

Ⅵ 海外研修を終えて
僕は 「みんながスポーツを楽しむためには」というテーマを持って今回の研修に臨み、

ました。直接経験出来たスポーツはクリケットだけでしたが、研修期間中に触れあうこと

ができたオーストラリアの人たちは、

スポーツ以外の場面でも 「良いとこ、

ろを見つけてほめる 「間違っても頑」

張ったことをほめて励ます」ことを当

たり前のこととして行っていました。

こういう前向きな姿勢が、みんながス

ポーツを楽しむことにつながっていく

のではないかと思います。まずは自分

がそうできるように心がけて生活して

いきたいです。

また、もう一つオーストラリア研修

を経験して思ったことは 「言葉が通、

じる」というのはすばらしいというこ

とです。それは、自分の知っている英

語を使って相手に伝えられた時、とてもうれしかったからです。これからは、もっと英語

を勉強して、また今度行ったときには英語をたくさん話し、もっと英語を楽しみたいと思

います。

僕は今まで、いつも人の意見に合わせるような性格でしたが、オーストラリアで英語を

話しているうちに、自分の意見に自信を持つことができました。それは、英語の質問に答

えるにはYESかNOしかないので、自分の意見がはっきりしていないといけなかったからで

す。これからの学校生活でも、自分の意見をはっきりと言えるようにしたいと思います。
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オーストラリアで学んだ事

№15 西仙北東中学校 田口咲月

私はこのオーストラリアへの派遣事業に参加する事を、母に薦めてもらいました。

話を聞いたとき、すぐに「絶対に行きたい！」と思いました。言葉の通じない国で過

ごすのは不安もありましたが、今まで学習してきた英語が海外でどこまで通用するの

かを試してみたかったからです 「２０人しか行けない 」と聞いた時はとても緊張し。 。

ました。だから、行く事が決まった時はとても嬉しかったです。

事前学習会ではオーストラリア独特の言葉、入国カードの書き方、お金の数え方な

どたくさんの事を学びました。

研修日記
[1日目]

午後3時に秋田空港を出発して、羽田空港に着きました。そこから成田空港へ移動

し、JQ12に乗りオーストラリアのゴールドコーストへ向かいました。1日目は飛行

機内で就寝になりましたが、座席が直角だったので安眠はできませんでした。

[2日目]

朝起きたらもうオーストラリア上空でした。ゴールドコースト空港に着き、入国手

続き後、ボーデザート地区へ移動しました。

その後ホストファミリーと対面式をしました。私のホストファミリーは「Kimi」と

いう女性の方でした。とても元気な人ですぐに仲良くなれました。ステイ先に着いて

から、私たちは庭にあるトランポリンやプールで遊びました。そのおかげで一緒に

行った仲間たちとも仲良くなれました。

Kimiの家にあったプール 庭にあった巨大トランポリン

みんなと一緒に遊びました。
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[３日目]

朝から牛・馬・鶏の餌やりをしました。その後、近くの牧場に牛の散歩を手伝いに

行きました。いろいろな模様の牛がいる中に、真っ白な牛を見つけて驚きました。

昼食は私たちがお好み焼きを作りました。４枚作ってそれぞれを４等分し、みんな

で分け合いました。とてもよく出来、

Kimiも「美味しい」と言ってくれまし

た。

夕方にはKimiと一緒に車で放牧場の

見回りに行きました。放牧範囲が広く

牛も馬ものびのびと生活しているよう

に見えました。しかし、範囲が広すぎ

て動物たちを見失ってしまうこともあ

るそうです。

[４日目]
この日は牛の鳴き声で目覚めました。牧場でしか味わえない、いい目覚めでした。

朝、動物たちに餌やりをした後、牛の移動を手伝いました。飼い犬のグリスとテイ

クが吠えて牛たちを誘導しているところを見て「かっこいい」と思いました。

牛に吠えるグリス 牛を怖がるテイク

午後はKimiと一緒にスコーンを作りました。初めて作ったので形は変になってしま

いましたが、味は良くできたと思います。

夕方の見回り後、Kimiが牛のいない放牧場に連れて行ってくれて、そこで車を自由

に走らせました 「オーストラリアでは１７歳から運転免許がとれる」と教えてもら。

い驚きました。

[５日目]

朝、Kimiとお別れしました。楽しい思い出が多く、もっと一緒にいたいと思いま

した。

バスでボーデザート地区を出発し、アルパカ牧場へ向かいました。アルパカは大人

しく、とてもかわいかったです。

次は世界自然遺産に登録されている、グリーンマウンテンに行きました。そこでは

野鳥に餌付けができるエリアがありました。餌を手に持つと野鳥が一斉にやってきて
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手を突つきながら餌を食べていました。

いよいよグリーンマウンテンの森の中に入って行くと、様々な大きさの木がありま

した。木が多すぎて、すべての植物にまんべんなく太陽の光が十分に届かないからで

す。森にはいろいろな種類の木があり、散策を楽しみました。

これは絞め殺しのイチジクの木です。

右の写真ではまだ細いのですが、左の写真ではたくさん養分を吸って太くなって

います。

次にカランビンワイルドパークへ行きました。そこにはコアラやカンガルー、ワニ

などの動物がいました。カンガルーには触ることができました。

[６日目]
クールズボートに乗って野生のペリカンに餌付けをしました。潮風がとても気持ち

よかったです。その後、みんなで釣りをしましたが１匹も釣れず残念でした。

昼は公園でオージーキッズとの交流会をしました。一緒に昼食を食べたり、ダンス

を踊ったりしました。オーストラリアに友達ができて嬉しく思いました。

夕食は各自でとることになっていたので、私は美帆さん、有紗さん、萌々さんと日

本食のレストランで食べました。久しぶりの日本食は特別おいしく感じました。

[７日目]
少し寂しい気もしながらも出国手続きをし、オーストラリアを旅立ちました。

成田空港に着くと夕方の６時でした。そこから１０時間バスに乗って秋田へ向かい

ました。
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[８日目]
大仙市役所に着いた時はクタクタに疲れていましたが、家族の顔を見た時はホッと

しました。今回のことはとてもいい体験になりました。

研究テーマ

『地球温暖化を止めるには
どのようなことができるだろうか』

私は、今、世界的な問題となっている「地球温暖化」をどのようにして止めること

ができるのか、オーストラリアはどんな対策をとっているのかを調べようと考えまし

た。

＊節水＊
オーストラリアは元々水が少ないので、家で雨水をろ過して生活に使っています。

そのためみんな節水を心がけています。入浴時間は１人３～５分と決まっていたり、

食器はシンクでため洗いをしたりと工夫して節水しています。

＊発電・節電＊
日本は主に原子力や火力で発電をしています。それに比べてオーストラリアは太陽

の熱や風力など、自然の力を使って発電しています。これは地球に優しい方法だと思

います。

そしてオーストラリアでは、夏でもエアコン・扇風機をなるべくつけません。もち

ろん暑いのですが、窓から風を取りこむことで我慢しています。これは日本も見習う

べきところだと思います。東日本大震災の影響で、今年の夏も節電が必要となると思

います。エアコン・扇風機の使い方を工夫して、節電に協力したいと思います。

まとめ
オーストラリアでは、いろいろなエコ活動が行われているのが分かりました。その

反面買い物の時レジ袋を大量に使用することもあるようです。それに比べて日本はエ

コバッグを使用している人が多いので、その部分では日本の方がより良い方法だと思

いました。

これからはオーストラリアと日本のそれぞれ良い部分を取り入れ、より良いエコ活

動を実践していきたいと思いました。

日本とは全く違う環境で過ごし、オーストラリアの良い点・日本の良い点両方を見

つけることができました。この発見をこれからの学校生活に取り入れ、学校の活性化

に協力していきたいと思います。

この機会を与えてくださった教育委員会のみなさん・先生方・家族に感謝します。

ありがとうございます。
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        オーストラリアで学んだこと 
 
            No.16 南外中学校 鈴木奈津美 
 
Ⅰ 参加するにあたって 

 
私には兄がいます。数年前兄もこの海外研修に参加し、たくさんの土産話と珍しいお土産を持って帰っ

て来ました。それを聞いて、「私も絶対行きたい！」という強い思いを抱いていたので、中学校に入る前か

らこの研修に参加するのが私の夢でした。 
でも、参加するにあたって、自分の英語が海外で本当に通じるものなのか、疑問でした。さらに、各校

から来た仲間達とも、学習会ではなんとなく壁を感じてしまっていたため、オーストラリアに行ってから

ちゃんとみんなと仲良くできるのだろうかと、小さな不安がたくさんありました。しかし、実際に行って

みるとどうでしょう！ とても楽しい１週間が私を待っていてくれました。  
 
 
Ⅱ テーマについて 

「自然環境を今のまま保つためにはどうしたらよいか？」 
  
１．テーマ設定の理由 

テーマを決めるとき、まず初めに浮かんできたのが「自然」でした。自然は、私たちのごく身近にあ

り、なくてはならないものだからです。ふと、近年の自宅近くの「自然」について考えてみました。す

ると、小さい頃にあったはずの小さなため池や、家のすぐそばにあった木々がなくなっていることに気

づきました。少し前までは蛍が見られた川近くの道も、今では舗装されてしまい、生き物もいなくなっ

てきています。 
この現実に気づかされたとき、私は素直に、「どうにかしないといけないのではないか？」と思いまし

た。オーストラリアは極度の乾燥地帯で日照時間も日本の倍以上です。日本とは自然環境や生活環境が

全く違います。でも、そこから何か見出せるものがあるのではないかと思い、このテーマにしました。 
  
 ２．調べた内容 

(1) 街に生えている緑(樹木)の量 
実際にオーストラリアで街を眺めながら市内散策していると、あちら

こちらに南国特有の木がたくさん植えてあり、東京の街と緑の量はほと

んど変わりないのではと思いました。 
 

(2) 森林の面積の変化 
しかし、国土の森林率をインターネットで調べて比べてみると、衝撃

的でした。 
オーストラリアの森林率 → 約１９％ 
日本の森林率      → 約６６% 

なお、オーストラリアでは激しい干ばつと森林火災によって、 
２０００年以降、森林の消失がさらに加速しているそうです。 

 
(3) ホストファミリーへの質問 

お世話になったホストファミリーに「オーストラリアの自然についてどう思っていますか？」と聞

いてみました。すると、ホストファミリーは次のように書いてくれました。 
“Dry land      

It doesn’t always rain. Water makes trees grow tall and narrow and have hard wood in  
Australia. Rain only comes in sunny warm weather so it’s green unless there’s hot sun and 
no rain falls. Then the grass and trees turn brown quickly .There is more water and 
moisture in the mountains so there are more trees.” 
 

 

72



『乾燥した島 
  雨はいつも降るわけではありません。水はオーストラリアの木を高く、細くそして、堅く育

てます。雨は晴れた暖かい気候のときだけに降ります。熱い太陽と雨が降らなければ、緑はあ

りません。草木はすぐに茶色に枯れてしまいます。 
 山には湿気や水分があるので、木が多く育っています。』 

 
 

私は英語を少しは話せるものの、もちろん完璧というわけではない

ので、兄や母の協力もあって、このように翻訳することができました。 
 
ファームステイ先では、家畜に生ごみ（スイカの皮など）を与えた   

り、肉の余ったところは飼っている犬にあげたりしていました。また、    
オーストラリアで見聞きしてきたことだけでなく、帰ってきてからお  
みやげを注意深く見たときも、値札の裏に “AFTER USE” と書か 
れていて、再利用の方法などが事細かく印刷されていました。 

 
３．まとめ 

   オーストラリア全体の国土森林率は低いのですが、街には樹木が所々に見られ、ファームステイ先に

は緑があふれていました。ホストファミリーはできる限りの食材を自分たちが作ったもので賄っていま

した。たぶん、周りのファームも同様ではないかと思います。ほぼ自給自足、と言えるのではないでしょ

うか。 
日本では、生活する上で「自然」をあまり意識せずに過ごしている人が多いと思います。しかし、オー

ストラリアの人々は違いました。一人一人が節水を心がけ、生ごみは動物たちに与え、使い終わったペッ

トボトルは何か他の使い道がないか探すなど、リサイクルを意識して、自分たちの住んでいる土地のこ

とを十分に理解している生活をしていました。 
   そんなオーストラリアの生活を見て、一人一人が住んでいる環境をよく理解し、その上で自分のでき

ることを見つけ実行することが大切だと思いました。よく、テレビやポスターなどで「できることから

はじめよう」といったキャッチコピーを目にします。もちろんすでに何か行動を起こしている人もいる

のかもしれませんが、何もしていないという人の方が多いような気がします。私もその一人です。 
まずは大仙市から、環境について一人一人が少しずつでも考えていくこと。それが、秋田県、そして

日本の自然を守っていくことに繋がるのではないかと思います。 
 
 
Ⅲ エピソード 
１）ファームステイ先で！    家族は この５人（？）でした。                      

       
 
・マイケル … ハンサムで紳士的な人でした。 

 
・ローリー … 優しくて、話の内容を私達が理解でき 

ないときは、さらに易しい英語に直して話してく 
れたりもしました。 

 
たまにマイケルとローリーがふざけあっていたりしているところを見て、 
『私も将来、こんな夫婦になりたいな』と思いました。 

 
・ペッパー＆スクーター 

2 匹は姉妹でした。たまにけんかしたり、追いかけっこ 

をしたり、じゃれあったりして遊んでいました。2 匹は

牛が柵に近づいてきたとき、追い払って柵に近づかせな

いようにするのが仕事のようでした。 
 
 

・ルーシー … お年寄りのばあちゃん、という感じの女の子でした。 
彼女は特に仕事をするわけでもなく、ずっとローリー 
の後ろにくっついていました。 
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１日目 1 月 4 日   

この日は、ホストファミリーのお宅に行く前に「ブーナ」という小さな町に寄って、食材などを買い

ました。到着後、みんなで昼食を作りました。右の写真にあるサラダと、チーズとハムとトマトをパン

にはさんだハンバーガーを食べました。私はこういうさっぱりしたものが大好きなので、おいしかった

です。 
この後、馬を触ったり、畑で唐辛子とジャガイモを採ったりしました。 
夕方、家の周りをぶらぶら散策した後、４ＤＷ車に乗って敷地内を時 

間が許す限り（実際はそんなに時間はなかったけれども）ドライブしまし 
た。 

              
  

この日の夕食は大きな 
ステーキでした。外で犬 
たちが羨ましそうに見て 
いました。左の写真のジャガイモは、この日畑で採れた

ものです。野菜嫌いの私でも食べられるくらい甘かった

です。 
    

 
 

2 日目 1 月 5 日 
この日は午前中、ローリーとマイケルに習字を教えました。ローリーは左手で筆を握って頑張って「の」

を書いていました。「の」という字の形が気に入ったらしく、上手に書けていました。 
午後、ローリーが外出したので、私たちはマイケルと一緒に鶏小屋の周 

りの木を伐りに行きました。何度も同じ作業をしてけっこう疲れました。 
夕方、ローリーが家に帰ってきて「カンガルーがいたわ」と言って、車  

で見に連れて行ってくれました。初めて生でカンガルーを見ましたが、背  
筋をぴんと伸ばしている姿がかわいかったです。 

そのあと、また 4ＷＤ車に乗って今度は牛を見に行きました。目前には   
牛、牛、牛。日本ではなかなか見ることができないすばらしい風景でした。 
 

夜は、お昼からいろいろと準備していた、ピザを食べました！ 
右の写真は、私がトッピングしたピザです。我ながら上手にできたと思  

います。 
この日の夜、日本文化の紹介と、自分の家族について、それぞれマイケ 

ルとローリーに話しました。 
 
 

3 日目 1 月 6 日 
  午前中、牧場内にいろいろな木を植えました。5、6 本植えるだけでも  
かなり疲れたので、「どうしてこの広い農場をマイケルとローリーは 2 人  
だけでやっていけるんだろう」と、二人のパワーに驚きました。 
作業が終わった後、2 人に折り紙を教えました。ローリーは器用で、着 

物やつるを上手に折っていました。 
午後は乗馬をしたり、馬にブラシがけをして過ごしました。夕方には、パーティーのために多くの人

が集まってきました。その中の、エリーという女の子と日本文化についていろいろ話しました。エリー

は日本のアニメが大好きでした。面白い人で、いつまで一緒にいても飽きませんでした。 
 
4 日目 1 月 7 日 

   朝にホストファミリーとお別れしました。 
“I don’t want to go.” と言ったら、ローリーが喜んでくれました。別れはとても悲しかったです。 
この日の午前は、アルパカ牧場や、世界遺産のグリーンマウンテンなどに行きました。グリーンマ 

ウンテンのつり橋は怖かったけれど、面白かったです。森の中には、しめ殺しの木という木がありま 
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した。自然界もそうそうやさしくはないようです。 

午後からは、動物園に行き、コアラを抱っこして写真撮影 
をしたり、カンガルーに触ったり、ワニやカラフルな野鳥な 
どの、いろいろな動物を見ました。 

 
 

5 日目 1 月 8 日 
   この日はクルーズボートで無人島に行きました。船上ではペリカンに餌付けもしました。無人島で 

は「ヤビー」という小さいエビを獲り、船に戻ってからそのヤビーを使って釣りをしました。けれど、

全然釣れなくて残念に思いました。 
陸に戻ってからは、海のそばでオージーキッズと交流をしました。一緒にダンスをしたり、歌を歌っ

て遊びました。オーストラリアの子供たちはとてもパワフルで、元 
気いっぱいでした。 

    そのあとで、ゴールドコーストの海に行きました。私は友達と一 
緒に砂浜に「青春フォーエバー」と書きました。 

    夕方には、市内散策をしました。おみやげ屋さんなどでたくさん 
買い物をしました。日本人店員のいる店もあり、とても居心地がよ 
かったです。日本にもある「31 サーティーワン」というアイスク 
リームショップを街で見つけたので入ってみました。日本にはない 
メニューが並んでいて楽しかったです。とても充実した 1 日でした。 

 
 
２）興味深い話 

「日本の学校ではみんな一緒に遊ぶの？」と、ホームステイ 
先のローリーに質問されました。「はい」と私は答えました。 
なぜそんなことを聞いたのかというと、オーストラリアの学 
校では宗教の事情があり、みんな一緒に遊ぶことはできない 
ことがあるからだそうです。 
しかし、聖カトリック学校という学校では、宗教も関係なく 

みんな一緒に遊べるそうです。とても興味深い話でした。 
 
 
Ⅳ 研修を終えて 
  今回の研修は初めての海外ということで、緊張していました。しかし、英語は今までやってきたことを

少し応用すれば相手に伝わり、一緒に行った人たちとも友達になることができて、楽しく 7 日間を過ごす

ことができました。 
英語はとにかくたくさんしゃべってみるのが一番なんだと分かりました。特に“ I  like  it. ”という言葉

は使ってみるべきものだと実感しました。また、オーストラリアの人たちはみんな優しかったです。こち

らが自然に笑顔になるくらい、誰もが明るい笑顔で応対してくれました。いろいろな場面で慌ててしまう

私のことも” Don’t  Worry. ”と言って待っていてくれました。 
  いつもと違う環境、文化も言葉も違う人たち。そんな中で過ごした 1 週間には、新しい発見や、新しい

出会いが数えきれないほどありました。今回の研修で新しい自分を見つけることもできたし、ひとまわり

成長できたような気がします。 
この研修に参加するにあたり、家族や先生方、友達にたくさんお世話になりました。本当に感謝してい

ます。今回の体験をこれからの生活や、様々な場面に生かしていきたいです。 
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オーストラリアでの５日間  

              NO.17 南外中学校 八嶋美咲 

Ⅰ はじめに・テーマ設定の理由 

研修テーマ「お年寄りに少しでも快適に過ごしてもらうにはどんなことができるだろうか？」 

今、日本は、そして私たちの住む秋田県は少子高齢化が進み、様々な問題が起き始めています。 

そんな日本の中で、お年寄りの方々に少しでも快適に過ごしてもらうにはどんなことができるのだ

ろうかと思い、このテーマを設定して海外研修に臨みました。 

 

Ⅱ バリアフリーの街   

ファームステイ先のキャサリンさんや現地ガイドの朋子さんに 

伺ったとおり、オーストラリアはバリアフリー化が進んでいると 

感じました。 

ゴールドコーストのホテルや空港、施設のいたるところにバリ 

アフリー化が見られ、道路から海岸に降りる道には、階段の隣に 

緩やかなスロープがつけられていました。 

 

日本ではあまり意識して見たことはありませんで

したが、オーストラリアの街に比べて日本のバリア

フリーはまだ充分ではないと思いました。 

車椅子で生活をする人や足腰の弱い人が多い、少

子高齢化が進む秋田県で、バリアフリー化は大きな

課題なのではないかと私は思います。 

 

Ⅲ 少子高齢化について 

オーストラリアも日本ほどではありませんが少子高齢化が進んで 

いて、そのためトイレ、公共施設、店などは段差の少ないつくりに 

なっています。さらに少子高齢化対策として、子供がいる世帯に２ 

週間に１回程度、国からの手当てが支給されているのだそうです。 

これは日本で言う子供手当てのようなものだと思いますが、オース 

トラリアでは早いうちから、国が対策に力を入れていることがわか 

りました。 

オーストラリアに比べ、日本の出生率がとても低いと聞いて、 

改めて日本の少子高齢化を実感しました。 

76



Ⅳ お年寄りに少しでも快適に過ごしてもらうには・・・ 

私の住む南外地域では近所のほとんどの人がおじいさんやおばあさんのお年寄りです。 

南外中学校の今年度の生徒数も８１人と、１００人を切っています。また、地域に 

２つある小学校が来年度統合し、一つになることも決まっています。どんどん人 

が減り続けていることを本当に身近に感じています。 

 お年寄りに少しでも快適に過ごしてもらうにはどんなことが出来るのでしょうか。 

もちろんバリアフリー化や福祉施設、医療機関の充実はなくてはならないことだと思います。で

も今、私がお年寄りに対して出来ることは、手助けや声かけをすることだと思います。 

また、オーストラリアでは信号の押しボタンの位置が低かったり、点字があったり、ボタンに振

動が流れていたりするほか、盲導犬・介助犬の育成がさかんであったりと、色々な工夫がされてい

ました。ですが、何よりもオーストラリアの人たちは皆フレンドリーで、初対面でも、子供もお年

寄りも年齢を問わず思いやりにあふれ、ごく自然に笑顔で助け合いをしていることを強く感じまし

た。日本にも工夫はたくさんあると思います。でも、日本とオーストラリアを比べてみると、やは

り日本の人たちはどこか遠慮がちで他人ごとのような部分もあるのではないかと思います。だから

私は、近所のお年寄りに積極的に声をかけて会話をしたり、歩いているとき足や腰がつらそうだっ

たら手伝ってあげたりなど、オーストラリアの人たちのように他人を思いやる心をもって接してい

きたいと思います。それがお年寄りに少しでも快適に過ごして 

もらうための第一歩だと思うからです。 

 また、いつもお世話になっているたった一人の祖父のことも 

気遣っていきたいです。 

 

 

 

Ⅴ ～思い出の１ページ～ in Australia 

〔初めてのファームステイ！〕 

私は、キャサリンさんとダンカンさんのお宅にファームステイ 

させていただきました。 

キャサリンさんは優しくて、私たちのことを色々と気遣ってく 

れました。ガーデニングの手伝いをしたり、一緒に食事の準備を 

したりしました。また、国立公園やショッピングに連れて行って 

もらったりと、忘れられない思い出がたくさん出来ました。 
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ダンカンさんは音楽が大好きで、夕食後によく音楽を聴いて

いました。日本では考えられないほどの大音量で、近所に迷惑

がかかりそうなほどでしたが、ファームは本当に広いので平気

なのだと思います。とても面白い方で、一緒にダーツをしたり

しました。 

ファームは広くて、日本には無い光景に驚きました。牛や馬、

ロバ、アルパカがいて、プールやテニスコートまであって、驚

きの連続でした。 

 ファームステイで一番思い出深いのは、２回も連れて行ってもらった shopping です。行き帰りの

車の中はみんな疲れてすっかり眠り込んでしまいましたが、さまざまなお店をまわってキャサリン

さんと買い物をするのは楽しかったです。最初はオーストラリアドルの使い方がよくわかりません

でしたが、すぐに慣れ、日本ではあまり見かけない商品に胸が弾みっぱなしでした。 

 英語で話すのは最初のうち緊張しましたが、ホストファミリーがやさしく温かく聞き取ろうとし

てくれたので、だんだん英語を話すのが楽しくなりました。日本の文化や言葉を教えたり、オース

トラリアの文化を教わったり、たくさん学ぶことが出来ました。素敵なファームステイになりまし

た。 

 

キャサリン＆ダンカン,thank you very much! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔ドキドキの自由時間！〕 

 滞在最終日の夕方からゴールドコーストの街を自由に散策しま

した。夕食は友達と一緒にピザを買って食べ、日本語を話す店員

さんのいるお土産店に行きました。かわいいお土産がたくさん

あったし、日本とかかわりのあるお店だったので、安心してたく

さんお土産を買うことが出来ました。デザートにフラッペも飲み、

自由時間を満喫しました。ホテル周辺での行動でしたが、十分に

楽しみました。 
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Ⅵ 海外研修を終えて ～まとめ～ 

オーストラリア研修に参加して、他校の友達や慣れない生活環境、英語での会話に不安もありま

したが、初体験がたくさんの、充実した７日間でした。 

ファームステイの初日、私は迎えの車の中にパーカーを忘れてしまいました。英語でわけを話し

て取りに行ったときが、ここが日本ではないということを実感した最初の瞬間だったと思います。

日本語だったら簡単なのになぁとも思いましたが、英語を話すのは楽しいことでした。 

 今までは、いつ、どこで使うことになるかのかも分からずに学習してきた英語。オーストラリア

の海外派遣生として決まったとき、生きた英語に触れることが出来るという喜びでいっぱいでした。

そして、今まで英語をちゃんと勉強してきて良かったと心から思いました。 

しかし、今回オーストラリアで一番強く感じたのは、もどかしさです。自分の話す英語はなんと

か伝わっても、相手の話す英語が聞き取れなかったりよくわからなかったりして、もどかしく悔し

い思いをしました。 

そんなときは大変でしたが、ジェスチャーで理解できたことが何度もありました。相手がいやな

顔ひとつせず、がんばって伝えようとしてくれたこともうれしかったです。逆に、日本に帰ってき

て、もうあの生きた英語に触れることが出来なくなってしまったと思うと、少し寂しくて残念でし

た。 

 今回の研修を通して、より英語が好きになりました。これからさらに英語を勉強したいです。そ

していつかまたオーストラリアに行って、自分の英語力がどれくらい成長したのか試したいと思い

ます！ 

今回オーストラリアに行くことが出来て本当によかったと感じています。数え切れないくらいた

くさん学んで、たくさん思い出を作ることができました。送り出してくれた家族やお世話になった

皆さんに、心から感謝しています。 

Australia is very warm and beautiful country. 

I had a good time!! 
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オーストラリアの人々の話し方

№ 中仙中学校 九嶋朱星18

Ⅰ はじめに

ずっと心待ちにしていたオーストラリア研修。社会科で学習したオーストラリアは、比
較的温暖な気候で暮らしやすい場所であるという印象で、暖かいところが好きな私にとっ
ては、ずっと行ってみたい国の一つになっていました。しかし、異国の地での研修、生活
には、正直不安を感じていました。

Ⅱ テーマ設定の理由

私は今回 「相手に伝わりやすいように話すにはどうするべきか？」というテーマを設、
定しました。あまり英語を話せない私にとって、相手に伝わりやすいように話すことは大
きな課題となります。英語を勉強することはもちろん大切だと思いますが、それ以上に、
まず相手に伝えようという意志がなければ伝えることはできません。私は、将来保育士を
目指しています。一年生のときの職場体験で、保育園では日本語を話し、家では英語で話
すというハーフの園児に出会いました その時 英語も話せる保育士だったら 園児にとっ。 、 、
てどんなにいいだろうと思いました。そして、生きている英語に触れたいと思うようにな
りました。また、日本人は、自分の思いを相手に積極的に伝えようとする国民性ではあり
ません。そこで考えたのがこのテーマです。このテーマについて学ぶことによって、少し
でも成長できればと思います。

Ⅲ 調べた内容

〈オーストラリアの人々の国民性〉

事前学習で、オーストラリアは多民族国家だというこ
とを学びました。多くの言語が使われているので、違う
言語を話す人とも会話をする力があるのではないかと考
え、国民性に注目して調べることにしました。

私のグループは、ロレインさんとマイケルさんのお宅にファームステイさせていただき
ました。ホストマザーのロレインさんにお話を伺うと、予想通り、オーストラリアは多言
語の国なので、初対面の相手などと会話をするのが上手であるとの話でした。

中学校にしても、オーストラリアでは、様々な国、人種、宗教、言語の人々がいます。
そんな場合、日本人はどうするでしょうか。おそらく、同じ日本人同士で話すことが自然
に多くなるでしょう。しかし、オーストラリアの人々は、違う国の人同士でもお互いに文
化を理解し合い、認め合い、生活しているのです。私が実際に体験した四つの事例を紹介
します。

オージーキッズとの交流会でこんなことがありました。私たちと同じ年の 歳の女の14
子三人組が、仲よさそうに会話をしていました。その時、あることに気がつきました。三
人のうちの一人が、肌の色が違うのです。彼女は英語を話していましたが、人種が異なっ
ても、お互いのことを認め合っているからこんなにも仲がいいのだなと思いました。

二つ目は、レストランで夕食をとっていた時のことです。キッチンにいたシェフに、私
は「ローストビーフを三枚ください 」とお願いしました。日本では、外国人に話しかけ。
られた時、少しとまどいを見せたり、上手く会話できるか不安そうにしたりする人が多い
と思います。しかし、そのシェフは全くそのような表情は見せずに 「いいですよ 」と、 。
笑顔で答えてくれました。

三つ目は、私たちがホテル近くの海に遊泳にでかけた時のことです。海に入って遊んで
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いると 女の子の二人組が近づいてきました 最初は自分が話しかけられていることにびっ、 。
くりしましたが、彼女たちは、絶えず笑顔で話してくれました。私たちよりも 歳年上の2
彼女たちでしたが、積極的に初対面の人たちと話す彼女たちを、自分も見習わなければな
らないと思いました。

、 、 。四つ目は マッドクラブの仕掛けを引き上げにいくために 船に乗った時のことでした
近くで遊泳している人たちが、私たちに手を振ってくれたり、気軽にあいさつをしてくれ
たりしました。近所の場合は別としても、道で会った人に話しかけることなど、日本では
ほとんど考えられないのですが、オーストラリアでは当たり前のことなのです。

このように、オーストラリアの人々は初対面の相手とでも会話をするのが得意であり、
慣れているということを、身をもって感じました。

〈相手に伝わるように話すコツ〉

このことについて、ホストマザーのロレインさんに質問
してみました。そして、全部で五つのコツを知ることがで
きました。

①あいづち
これは、私でも思いつくようなことであり、とても簡単

に思えますが、実はとても大切なことでした。ロレインさ
んは私が話しかけると、料理をしていても洗濯をしていても、必ず手を止めて目を見て話
を聞いてくれます。もちろんそれは、私があまり英語を話せず、伝わりにくいということ
があるからだと思います。ロレインさんは、聞きながら何度も何度もあいづちを打ってく
れました。あいづちを打つことで、話が伝わるようになるわけではありません。しかし、
相手が真剣に聞いてくれているということが分かり、話している方は「もっと伝わりやす
く話すことはできないかな」ということを考え、伝えようという思いがより強くなるので
す。

②ボディランゲージ
これは、日本人が特に苦手なことの一つです。オーストラリアの人々は 「箱に入って、

いる」という簡単な会話でも、自分の手で箱の四角い形をつくって表そうとします。私に
も 「箱に入っている」という英語は分かります。しかし、その簡単な会話に使うボディ、
ランゲージこそ、よりよい意思疎通のためには大切なことなのです。もちろん、相手に説
明しにくいことを話す時も、ボディランゲージは役に立ちます。

③相手の名前を呼ぶ
これは、意識すれば容易にできることだと思いましたが、オーストラリアの人々は使い

方が違いました ロレインさんは 夫のマイケルさんのことを お父さん ではなく マ。 、 「 」 、「
イケル」と名前で呼んでいたのです。私の家では、母が父のことを「お父さん」と呼んで
いるので 「マイケル」という呼び方を不思議に思いました。なぜ名前で呼ぶのかと聞い、
たところ、そう呼ぶことこそがポイントなのだそうです。お父さんという存在は世の中に
たくさんいますが、マイケルさんという存在はこの世に一人しかいません。そこで特別感
が生まれるというのです。それによって、相手は「自分に話しかけてくれている」という
ことに気づき、少しでも相手のことを理解しようという気持ちが生まれるというのです。
それに対して、日本の場合は、子どもの立場になって家族全員を呼んでいることにも気づ
かされました。

また、相手に伝わるように話すコツとはあまり関係のないことかもしれませんが、オー
ストラリアには丁寧な言い方はあっても、敬語がないので、ロレインさんにはニックネー
ムで「 ローリー』と呼んで」と言われました 「ローリー」と呼ぶのには少し違和感が『 。
あったので、そのことについてもなぜニックネームで呼ぶのかと聞いてみました。相手と
の距離を縮めるためだと、ロレインさんは話してくれました。相手との距離を縮めること
で、短い時間でその人と仲よくなれることを知りました。異国の文化ならではのことだと
思いました。
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④あいさつ
これは 「オーストラリアの国民性」でも述べましたが、オーストラリアの人々は、道、

ばたで会った人にも気軽にあいさつをしてくれます。それは、そこから会話が発展しやす
いようにということだそうです。まず「 」から始まり、相手から返事が返ってきたHello!
ら、今度はすぐに「 」と聞いてくれます。オーストラリアでは何気ないことHow are you?
なのですが、私にとってそれは新鮮で、心地よいものでした。学校や地域や訪問先で会う
方々にあいさつはしますが 「お元気ですか？」と相手の調子を気遣う言葉はかけたこと、
がないので、これからは、そのように声をかけてみたいと思いました。

⑤マイペース
これは、一見会話のコツとは関係がないように思えます。しかし、実はこれも重要なこ

とでした。初対面の人や言語が違う人と話す時は、相手に伝わるように話そうと焦ってし
、 。 、まいがちですが マイペースこそが相手に伝わりやすい方法なのだというのです 確かに

自分のペースで話すと落ちつくことができ、伝えたいことだけ伝えることができます。一
概には言えませんが、オーストラリアの人々は広大な土地に暮らしているという影響から
か、非常にマイペースです。歩くのも東京のサラリーマンとは違いゆっくりしているし、
朝起きるのもあまり早くありません。自分を尊重し、相手も尊重するという方法で会話を
しているようです。

このように、意識すれば簡単にできることを当たり前のようにしていくことこそが、相
手に伝わるように話すコツなのです。私たち日本人も、もっと積極的に話しかけたり、あ
いさつしたりするべきだと思います。いくつもある言葉を自由自在に操り、相手と意思を

、 。 、 、疎通させることができるのは 人間ならではのことです だからこそ 相手のことを思い
それを態度に表し、言葉として発し、行動していきたいと思います。

、 、 「 」また このテーマについて調べたのがきっかけで 日本ならではの 話をするきっかけ
となるものの存在を再認識できました。それは、お辞儀です。日本人は、相手に敬意や誠
意を表すためにお辞儀をします。それは時として 「今から私が話しますので聞いていた、
だけませんか？」という意思の表れともなり、それによって、相手も話を聞こうとしてく
れるのです。礼儀としてのお辞儀だけでなく、意思を表すものとしてのお辞儀の意味も大
切にし、活かしていきたいと思います。

Ⅳ エピソード

１ 驚きの連続！オーストラリア

オーストラリアに着いた瞬間から、驚くことばかりで
した。飛行機から降りて、まず暑いと感じました。気温
を聞いてみると 度もあり、やはり夏なのだと感じまし35
た。しかし、オーストラリアの人々はサングラスをし、
コマメに水分補給をして、暑さの中でも元気に生活して
いました。

ファームステイのお宅の中でも、初めて見るもの、知るものばかりでした。家にピザ用
のオーブンやバーベキュー専用のグリルがあり、私には夢の世界でした。初日は、とにか
く目を輝かせたり、丸くしたりするという一日になりました。

一番驚いたのが、家の壁にヤモリが、しかも三匹もはりついていたことです。生き物が
Help me! This isあまり得意ではない私は、怖くなってすぐにロレインさんを呼びました 「。

」と何度も叫びました。巨大なカエルにも驚きましたが、やがて生き物を見てもあGecko!
まり驚かなくなりました。同じ世界でありながら、ところ違えばこんなにも体験できるこ
とが違うものなのだなと改めて感じました。
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また、オーストラリアの子どもたちは、すごく大人びてい
るように見えました。同じ年でも身長 センチはとうに超170
えていて、スタイルもよく、ファッションもカッコよかった
です。それとは逆に、日本の子どもたちはすごく無邪気だと

。 、 、思いました 例えば 遊ぼうとなったらみんなで走り回るし
元気に遊びます。世界中の子どもたちは、みんな同じように
無邪気に遊ぶと思っていたので、その違いを感じました。

食文化も日本とは全く異なっていました。ある日、食事と
一緒に出てきたフルーツジュースの容器に驚きました。日本
ならペットボトルが一般的ですが オーストラリアでは 日本の衣料用柔軟剤の容器にそっ、 、
くりでした。スーパーで売られている物は、日本で小さいものが大きく、大きいものが小
さかったりして、興味深く思いました。ジュースの容器が気に入ったので、ホストマザー
にお願いして日本に持ち帰ってきました。

２ きれいな自然に囲まれたオーストラリア

オーストラリアで、きれいな山、海、空に出会うことができま
した。あんなに真っ青な海を見たり、高い波に乗ったりしたのは
初めてだったので、感動の連続でした。山も世界自然遺産に登録
されていて、大事に守られていました。

一番大変だったのが、鳥への餌付けでした。エサを持ってお店
を出た瞬間、大きい鳥が前をバァーッと横切り、怖くて動けなく
なってしまいました。それでも、最後にはなんとか鳥にエサをあ
げることができました。貴重な体験でした。

また コアラを抱いたことも印象に残っています コアラは思っ、 。
た以上に重くて、爪の力も強かったのですが、すごくフカフカで
温かでした。

Ⅴ もう一つのオーストラリア

今回私が調べたのは、会話というテーマでしたが、この研修でオーストラリアの自然環
境にも興味をもちました。オーストラリアは水不足で有名で、そのためシャワー時間がと
ても短いと言われています。私たちのファームステイしたお宅は、巨大な貯水タンクをい
くつも持っていて、それほど水には困りませんでした。それでもホストマザーは、食器を
洗う時にあまり水を使わないように工夫していました。さらに、水がジュースよりも高い
ことを知って、本当に水を大事にしている国だということが分かりました。

、 。ホストマザーの案内で 家の敷地から少し離れたところでカンガルーの群れを見ました
まさか、家の近所にカンガルーがいるとは思ってもみませんでした。カンガルーは群れで
行動していました。ジャンプ力に富んでいて、うらやましく感じました。

大自然に囲まれて暮らしているオーストラリアの人々は、自然と動物と共存して暮らす
。 、という考え方を日頃からもっているのだと思いました 自分たち人間のことだけではなく

一緒に生きている動物のことも考えていくということが、オーストラリアにしかいない珍
しい動物が未だに絶滅していない理由であると思います。私もふだんから、周りの生態系
を崩さないように、気を配っていきたいと思います。

Ⅵ 海外研修を終えて

、 。 、今回の海外研修で 日本では体験できないことをたくさん体験できました 環境も違う
、 、 。 、言葉も違う 全てが違う中で たくさんの人の優しさに触れることもできました そして

ふだんの生活がいかに幸せかということを実感しました。初対面であっても、笑顔で接し
てくれた現地の方々、そして、一緒に海外研修に参加した仲間や、お世話になった教育委
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員会の皆様はじめ多くの方々に、感謝の思いでいっぱいです。
今回の研修の成果を、これからの学習や生活に活かしていきたいと思います。特に、自

分なりの答えを見つけることができた研修のテーマ「相手に伝わるように話すコツ」は、
英語の授業やいろいろな場面で、友達と共有していきたいと考えています。

日本を離れることで、日本のよさにもたくさん気づくことができました。それをいつも
心にとめて生活していきたいと思います。何より、もっと
もっと英語を学ぼうという意欲がわいてきました。もっと
英語ができたらあれを話せた、これを話せたと残念な思い
をしたので、今度英語で話す時に後悔しないよう、日頃か
ら授業をしっかり受け、会話力向上に向けて勉強に励んで
いきたいと思います。将来、英語だけでなく他の言語も話
せるようになって、様々な人々や文化と触れ合い、より多
くの体験ができるように、英語や外国語と付き合っていき
たいと思います。
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オーストラリアで学んだこと
～野生動物と人が共存するにはどうしたらいいか～

NO.19 大仙市立豊成中学校 井上 大和

１ はじめに

１月３日から１月１０日までの１週間、私は大仙市の海外派遣事業に参加してオース

トラリアにファームスティしてきました。

私がこの研修に参加した理由は、現在の自分の世界観が、自分の住む地域、大仙市、

そして限られた秋田県内での生活だけからしか成り立っていないのではないかと思った

ことからでした。将来は広い社会の中の、知らない組織の中で生活していかなければな

りません。そうしたとき自分の世界観が狭いとなかなか活躍できないと思います。広い

視野で社会を見て行けるようになるためにも、今回は良いチャンスだと思いました。

２ テーマについて

(1) テーマ設定の理由

私の研修テーマは という、「野生動物と人が共存するにはどうしたらいいか？」

ものです。

日本では毎年秋に野生動物によって人が襲われた

り、畑が荒らされたりする被害が起こっています。

近頃、山を切り開いて高速道路、住宅地、施設など

をつくっているので、野生動物の住みかが無くなり

。 、人里におりてくるということが増えました そして

年々被害が増えているような気がします。私の住む

、 、地域は自然が豊かで 野生動物も多く生息していて

【カンガルー】これらの被害とも無縁なわけではありません。

オーストラリアには貴重な生き物がたくさんいることから、野生動物に対する対策が

整備されているのではないかと思いました。それらを参考にして、どうしたら自然を壊

さず、野生動物と共存して安全に暮らすことが出来るのか考えたいと思い、このテーマ

を設定しました。

(2) 野生動物と人が共存するためのヒント

①自然との関わり

私がファームスティしたアギュノレット家では、アルパカ、らくだ、クジャク、馬、

、 、 、 、 。10種類ほどの鳥 川鵜 ラマ イグアナを飼っていて 周りが動物であふれていました
か わ う

これほど多くの動物を飼っているのは日本では考えられませんが、オーストラリアでは

それほど特別なことではないようです。一番近くの家とも10キロメートル以上離れてい
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るので、問題があった時は自分たちだけで解決しなくて

はいけません。そのため自然や動物に対する知識も豊富

です。私は、ファームスティ２日目、ホストファザーの

ピーターさんと２時間ほど山を散策しました。ピーター

さんの案内で、珍しい植物やロックカンガルーという岩

場に生息する貴重な動物も見ることができました。２時

間も山を歩くと距離は６キロメートル以上にもなります

【ロックカンガルー】が、私には、周りの風景も植物も、どこまで行っても同

じように見えました。日本では近くの山の生き物や地形などについて、一般の住人はほ

とんど知りません。オーストラリアの人たちは自分たちの周りの自然に関心をもち、自

然から多くの知識を得ていると感じました。

②動物との接し方

ガイドさんの話では、オーストラリアの法律で人に危害現地でお世話になった日本人

を加えた動物はペットであっても処分しなければならないというものがあるそうです。

そのため、人々は動物との接し方にしっかりと気を配るそうです。ペットを飼うという

ことは大きな責任を持たなくてはいけないことだと意識しているところが、日本とは大

きく違うと思います。私のファームスティしたアグノレット家でも動物との接し方がて

いねいでした。これは、接し方がよく分かっているのだと思いました。普段から動物に

囲まれて暮らしていればこうなるのかもしれませんが、動物に対するしっかりとした知

識が根底にあるのだと感じました 日本人は動物に対しての知識が浅いと思います オー。 。

ストラリアの人たちのように、周りの自然にもっと関心をもって暮らせば、動物に正し

い接し方ができるのではないかと思います。

(3) テーマについて分かったこと

動物と人が共存するには、人が自然や動物の事をもっと知らなくてはいけないと思い

。 。 、ます オーストラリアの人に比べ日本人はそうした知識が乏しいと思います 日本でも

被害が起きてから動物を処分するのではなく、被害が起きないように山に入る道に事前

、 、に柵や有刺鉄線を設けたり 野生動物がよく出る場所には注意を促す看板を立てるなど

対策が必要だと思います。また、多くの人が、野生動物に対する知識や接し方を知るこ

とが、野生動物が人を襲うという事件を減らす第一歩になると思います。

３ ファームスティについて

(1) ファームスティでの体験

◆１月４日（火）

成田空港から８時間、オーストラリア第３の都市、クイーンズランド州ゴールドコー

ストに到着しました オーストラリアの空港は日本の空港と違って 町のど真ん中にあっ。 、

てびっくりしました。空港には日本人観光客らしい人もたくさんいました。その後バス

で州内のボーデザート地区に移動しました。クイーンズランド州は日本の５倍ほどの大
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きさなので、同じ州といってもゴールドコーストからボーデザートまでは何百キロもあ

ります。バスに乗って高速道路を通り約１時間、ボーデザートに着き、いよいよホスト

ファミリーとの対面です。どんな人なんだろうと、とても緊張しました。私たちのホス

トファミリーはアグノレット・ピーターさんと妻のディスリーさんです。

◆１月５日（水）

ファームスティ２日目です。昨日はとてもよく眠れま

した。今日は朝から貴重な野生動物を見に山を散策しま

した。山の中には見たことのない植物がたくさん生えて

いて、まるで違う世界のようでした。しばらく歩くと岩

山を登る事になりました。歩くというよりはよじ登ると

いう感じで、私にとってはかなりきついものでしたが、

登ったかいがあって 「ロックカンガルー」という岩山に、

住む珍しいカンガルーの仲間を見ることができました。

家に帰った後は家畜の世話をしました。この家の家畜

はアルパカ約20頭、馬１頭、ラマ２頭でした。私たちは

草刈りの手伝いやアルパカの毛を集めたりしました。ア

、 、ルパカは普段おとなしくて 見た目はかわいいのですが

。 、だまされてはいけません 近づくと唾を吐いてくるし

私を見つけると走って追いかけてきて、ジャンピング

キックをくらわせたりします。おかげで、仕事はびく

びくしながらやらなければいけないし、私はアルパカ

に敵だと思われているらしく、ファームスティしてい

る間、ずっと狙われることになりました。

夜はピーターさんの友人の家族がきて、一緒にピザ

を食べました。ピーターさんはピザのレストランを経

営していたこともあり、この日のピザは今まで食べた

ピザと比べものにならないくらいおいしかったです。

そして私たちもピザの作り方を習い一緒に作りまし

た。形は悪かったのですが、みんな喜んで食べてくれ

ました。ピーターさんの友人の家族は日本に住んでい

たこともあって、日本語も少し話せて、とても話がは

ずみました。この日は疲れましたが、こういう毎日を

【アルパカ】送っているピーターさんとディスリーさんはすばらしい

日々を過ごしていると思いました。オーストラリア人の元気さ、明るさ、タフさを学ん

だ一日でした。

とてもおもしろくて頼れる

ピーターさん。強い男をめ

ざしていて 毎日５杯のコー、

ヒーは欠かせない。イタリ

ア生まれ、オーストラリア

育ちのパワフルな73歳。
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◆１月６日(木）

ファームスティ最終日です。今日はあいにく

の雨模様でした。外で仕事もできないので、午

前中は、ピーターさんのお気に入りだという日

本の映画 「座頭市 「紅の豚 「となりのト、 」、 」、

トロ」のＤＶＤを見ました。その後、昼食のパ

スタをディスリーさんに習って作りました。パ

スタの作り方は簡単で、特製の機械を使ってだ

んだん薄くして、均等な大きさに切れば、完成

です。茹で上がったパスタはとてもおいしくてピーターさんも「very good」とほめて

くれました。

◆１月７日(金）

今日の朝でピーターさんディスリーさんとお別れです。とてもなごり惜しく、寂しい

です。ピーターさん、ディスリーさん三日間本当にありがとうございました。お二人の

ことは一生忘れません。いつまでもお元気でいてください。

(2) ファームスティで学んだこと

私が今回のファームスティで学んだことは、コミュニケーションの大切さです。

ファームスティ中にホストファミリーと会話をするとき、言い表し方が分からなくて

知っている単語を出して伝えようとしました。そしてホストファミリーも何とか理解し

ようとしてくれました もしもこのときに なにも言うことが出来ずにいたら相手が困っ。 、

てしまうし、自分も心が開けず、寂しい思いをしていたと思います。自分の殻に閉じこ

もらず、不安な気持ちから一歩踏み出して、何とか言葉を出して伝えようとする事が大

。 、切だと思います まず自分から思いや考えを発信していくというふうに自分を変えれば

、 。例えば生徒会でも周りをひっぱっていけるし 周りの人も変えることができるはずです

ファームスティで学んだことは、私を人間として大きくしてくれたと思います。そして

。 、それはこれからの自分をもっと成長させるための糧となるはずです この思いを忘れず

海外研修で学んだことを生かして将来のためにがんばっていきたいです。

最後に、この実りある海外研修に私を送り出してくれた家族、先生方、そして大仙市

教育委員会の方々、本当にありがとうございました。
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オーストラリア研修報告書  
 

   研修のテーマ 

「野生動物と人が共存するには 
                どうしたらよいのか？」 

                   No. 20   豊成中学校 山崎真太郎 
  
 

１ はじめに     
   僕がオーストラリアの研修に参加しようと思ったのは、昨年度、韓国の中学生が自

宅にホームステイをしたことがきっかけでした。韓国の中学生キムさんと二人で犬の

散歩をしたときは、言葉ではうまく伝えられなかったけれども、やりたいことや気持

ちをお互いに分かり合えて、とてもうれしかったです。キムさんはカナダでもホーム

ステイを体験していて、自国とカナダと日本の生活の良さをわかっているようで、僕

よりもいろんなことを知っていました。そんなことから、僕は、海外の文化に興味を

持ち、海外に行って異なる文化を学んできたいという気持ちから、今回のオーストラ

リア研修に参加しようと決めました。 
 

２ テーマについて            
   僕の研修テーマは、「野生動物と共存するにはどうしたらよいのか？」です。この

テーマにした理由は、最近の大仙市内への野生動物の出没がきっかけです。例えば、

熊は市内に出没しては、人々に嫌われる行動をしています。そのような動物と共存す

るには、どうしたらよいかを考えてみたいと思いました。僕がテレビや本で知る限り、

オーストラリアでもカンガルーが道路に出没して交通の邪魔をしているようですが、

オーストラリアの人々は、カンガルーをそんなに嫌っていないように見えるのはなぜ

だろうと思いました。どうしたら共存できるのか、オーストラリアの現状を参考にし

ながら、今後について考えていきたいと思いました。 
 

３ 調べた内容 
   オーストラリア以外ではほとんど見られない、有袋類のカンガルーや、コアラに会

うことができました。オーストラリアの魅力ある自然がどのように維持され、人々と

動物がどのように共存しているのか調べてみました。 
 

(1) 現地の動物について             
  ①コアラ                       
   オーストラリアを代表する動物としてとても有名なコアラ。

ゆっくりとして愛らしい夜行性の動物です。コアラは、アボ

リジニの言葉で「水を飲まない」という意味だということを

知りました。１日に１８～２０時間寝ています。生で見ると、

とてもかわいいです。動物園では、コアラをだっこして写真

を撮ることができました。有料でしたが、そのお金はコアラ

の保護に使われているそうです。 
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 ②カンガルー  
  お腹に袋がある、オーストラリアでコアラと並ぶくらい有名   

な動物。中型種をワラルー、小型種をワラビーと呼びます。 
ワラビーはかわいらしく、カンガルーは迫力がありました。

右の写真は、自然公園を散策していたときに、森からワラビー

が飛び出してきたところを撮ったものです。             
                                   

③クロコダイル 
  どう猛な印象のあるワニ。オーストラリアにはイリエワニと

淡水ワニの２種類が棲息していますが、淡水ワニはおとなしい

そうです。僕たちが訪れた動物園内では、ワ二の子どもが道を

横断していたのでびっくりしました。   
   
  ④アルパカ 

 誰でも一度は、名前を聞いたことがあると思われるアル  

パカ。見た目も、手ざわりも、ふわふわでした。とてもかわい

かったです。       
 

 
(2) 現地の人が動物に対しどのようなことをしているのか 
 
 現地では、カンガルーは野生そのままの生活をしているようでした。人は、そのカ

ンガルーの住む森に公園を作り、カンガルーとの交流を深めようとしているのではな

いかと思いました。さらに動物園では、カンガルーだけでなく、クロコダイルの子ど

もも放し飼いにしていました。これも動物との交流を深めるためにしているのではな

いかと思いました。これらのことから、現地の人は子どもたちに、野生動物との交流

を深め、将来これらの動物を大事にしていってほしいと考えているのではないかと思

いました。ホストマザーが、「動物はフレンドリーだ」と言っていたのが印象的です。    
 
交通標識にも動物注意を表すいろいろなものがありまし

た。オーストラリア人は、道路に動物が現れたとき、車を

止めて動物が行き過ぎるのを待っています。これで、道路

を横断する動物はほぼ安全だということになります。日本

にも動物注意の標識がありますが、本当に出会ったらどの

ように対処したらいいのか不安に思う人が多いのではない

かと思います。           
   また、空港の税関では、食料などの持ち物を厳重に調べ  

ていて、オーストラリアに食品類を持ちこむには、特別な

申請が必要ということでした。僕たちは、ホストファミ

リーに稲庭うどんを味わってもらおうと材料を準備して

行ったので、申請して許可してもらいました。 
調べてみると、オーストラリアでは、以前に虫の駆除の

ために大量のカエルを導入したそうですが、初めのうちは、

人々によく思われていたカエルがそのうち大繁殖して生き物の生態系がくずれ、人々

から煙たがれる存在となっていき、そのうちカエル狩りまで行われるようになってき

たそうです。 
このようなことから、国外から生き物を入れないことで、オーストラリアの生態系 

ワラビー 
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を守っているのではないかと思いました。生態系は絶妙なというか、微妙なバランス 
で保たれており、ちょっとの変化でも簡単にバランスがくずれ、自然界全体に、そし 
て人間の生活にも大きく影響を与えることがわかりました。(参考：平成 21・22 年度

大仙市中学校生徒海外派遣事業「オーストラリア研修報告書」) 
 

(3) オーストラリアの環境保護 
 

僕は、どうしてオーストラリアの人々が野生動物を大事にするようになったかを調 
べてみることにしました。「オーストラリア発見～自然・動植物・環境～美しい自然

をどのように守っているの？～」（http://discover.australia.or.jp/index.html、豪日交

流基金中学生向けウェブサイト）には、オーストラリアでは、「できるだけ多くの動植物を

保存することは自然環境の維持のためだけではなく、将来の人間のためでもある」と

考え、「多数の自然環境プログラムを通じて、地域社会の環境問題に関する住民の意

識を高め積極的に環境を保護する姿勢を養おうとする努力がなされています」と書か

れています。たとえば、「セイブ・ザ・ブッシュ」というプログラムでは、多様な生

態系を維持するための地域活動を促進し、資金援助を行っているそうです。子どもた

ちのためにもたくさんの環境プログラムが設けられていて、多くの学校で積極的に環

境教育が行われていることがわかりました。僕のテーマとは違いますが、オーストラ

リアの学校でもアルミ缶のリサイクルをしていて、「オーストラリアは、アルミ缶の

リサイクルが世界で最も盛んな国です」ということが書かれていました。ボーキサイ

トの産出国オーストラリアで、自国の資源を大切にしていることを知って、「さすが

だな！見習わなければいけないな！」と思いました。 
 

４ エピソード 
 (1) ファームスティ  
  [にわとり小屋作り] 
   一緒にファームステイをした仲間で、

ホストファザーと一緒

ににわとり小屋を作り

ました。３日かけて

作ったので、出来たと

きはとても満足感があ

りました。疲れたけれ

ど貴重な体験が出来て 
よかったです。 
 

 

 
[ホストファミリーの愛犬テラ] 
 ファームステイの初日から３人の男子になついた犬のテラ。 
テラが大好きなサッカーボールをけったり、投げたりして

一緒に遊びました。サッカーボールを遠くに飛ばすと、ヘ

ディングやキャッチをします。人が近寄ると、「もう１回！」

と要求するようなそぶりを見せます。利口な犬で、ホスト

ファミリーのいうことは何でも聞いて、それに従っていま

した。家族と信頼し合っていることがわかりました。 
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  [食べ物] 
   オーストラリアの食事で最初に感じたことは量の多さです。僕はかなり少食なので、

初日、食後はお腹がいっぱいになりました。日本人は霜降り肉などのやわらかい肉を

好みますが、オーストラリアの人々は、かめばかむほど味が出るということからかた

い肉を好むので、僕はかみ切るのに時間がかかりました。かなりこってりした味でし

たが、香ばしくてとてもおいしかったです。 
 
 
 (2) 観光 森・山・海・町 
  [鳥のえさやり]  
   オライリーズゲストハウス（グリーンマウンテン）の

売店で鳥のえさを受けとり、七面鳥などにあげようと売

店から外に出た瞬間、鳥がえさ入

れに向かって飛んできてあせりま

した。しかし小鳥がえさを食べて

いるところを見ると、気持ちがな

ごみました。 
 
 
 
  [グリーンマウンテン] 
   グリーンマウンテンというのは、世界自然遺産の

一つで、世界最大の亜熱帯雨林です。この森は、歩

いて散歩することができます。森の中に、年をとっ

て木の中身が無くなってしまった、中が空洞のイチ

ジクの木がありました。大昔から生きている木だそ

うです。観察用に作られた長いつり橋を歩きながら、

この亜熱帯雨林を眺めて楽しむことも出来ました。

自然をいろいろな視点から楽しめるように工夫され

ていて、楽しく過ごすことができました。 
 
  [エビつり・船上つり]               
   船上で魚つりをするために、無人島でエサのエビを吸い上げパイプで捕りました。

このエビはシャコの仲間だそうです。さわった感じはとてもやわらかかったです。エ

ビは大漁だったのに、船上つりでは魚が一匹もつれなかったので残念でした。しかし、

前日に仕込んでおいたかごに蟹が一匹かかっていて、それをつり上げることができた

のでうれしかったです。 
 
 
  [ホテル周辺自由行動] 
      オーストラリアでの最終日の夕方、男子５人でゴールドコーストの街を散策しまし

た。夕飯は、日本の味が恋しくなり博多ラーメンを食べました。それまでは毎日牛肉

料理だったので、よりおいしく感じられました。僕はやはり日本食が一番だと思いま

した。ラーメンを食べ終わった後、土産店で友達へのお土産と自分用に、逆コアラの

T-シャツを買いました。その店には日本人の店員がいたので苦労せずに買い物ができ

ました。 
 
 

中が空洞の木 
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5 まとめ 
  僕はオーストラリアで、日本ではできない体験から様々なことを学び、人々は動物達

とどのように関わっているかを学んできました。オーストラリアの人々は、動物の生態

系を大事にしていると思いました。 
動物への注意を促す標識をよく高速道路で目にしました。たくさんの動物が人間と

いっしょに住んでいると感じました。日本でも似た標識を見かけます。人間も動物も安

全に暮らすための配慮だと思います。しかし、大仙市には、オーストラリアのような野

生動物を放し飼いにしている公園どころか、動物園等もありません。身近にそのような

動物と出会う機会がないので、突然出会ったときは怖くなると思いました。そのような

状況では、熊やイノシシを敵視してしまうのではないかと思います。 
    またオーストラリア人のように、ゆったりのんびりした国民性も生態系のバランスを

とるのにプラスになっているのだろうかと考えました。オーストラリアの人々は、野生

動物にとても「フレンドリー」でした。日本の熊やイノシシもフレンドリーに見たり、

いいところを探したりすると、野生動物のよさに気づくことができるかもしれません。

そうすることで、共存へつながっていくのではないかと思いました。英和辞典

で”friendly”の意味を調べてみると、「友人のような、親しい、友好的な」と書かれてい

ました。野生動物に対して「フレンドリー」に接することが自然にできるようになるた

めには、身近な地域に野生動物がいて、子どもの頃から友好的に接することが大事に

なってくると思います。僕は東山の辺りに自然公園を作って、そこで安心して自然を楽

しめる環境を整備したらどうだろうと考えました。 
大仙市では、「熊に襲われた」というニュースも聞きます。豊成中学校でも、「近くに

熊が出たので下校時に注意するように」と言われたことがあります。僕も熊に襲われる

と怖いです。でも、熊は食べ物がないから里に下りてくるそうなので、熊が食べる木の

実が充分に育つように森の自然を保護することが、まず一番にしなければならないこと

だと思います。 
この研修が終わって、オーストラリアで学んできた様々なことを周りの人たちへ伝え、

文化の輪を広げていきたいと考えています。 
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